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寺田　 カース ト競合の 「場」 としてのカ リスマ的演奏家

　　カース ト競合の 「場」 としてのカ リスマ的演奏家

一T .N.ラ ージ ャラ ッテ ィナム ・ピ ッライ と南イ ソ ド古典音楽文化一

　　　　　　　 　　　 寺 　 　田 　 吉 　 　孝*

  A Charismatic Musician as a Site for Caste Rivalry: 

T. N. Rajarattinam Pillai and Music Culture in South India

Yoshitaka TERADA

   Tiruvavadudurai N. Rajarattinam Pillai (1898-1956) was an un-

disputed master of the  nagasvaram (a double-reed aerophone) in South 

Indian classical music. Because of his exceptional musicality and color-

ful personal life, Rajarattinam Pillai has commanded attention from, 

and exerted tremendous influence over, other performers, connoisseurs, 

and patrons, both during and after his lifetime. In this article, I docu-

ment the heterogeneous interpretations of Rajarattinam Pillai by the 

three prominent caste groups of musicians and patrons: Brahmans, Isai 

V lalars and Maruttuvars. By doing so, I aim to demonstrate that the 
identity of their musical traditions is contested through the act of inter-

preting Rajarattinam Pillai's music and life. The relationship between 
these three groups is highly ambivalent and sensitive, and the existence of 

their rivalry and conflict is widely acknowledged but seldom discussed 

publicly or written about. 
   Classical music in South India is divided into two traditions today: 

Periya Melam music and Karnataka music. Periya Melam is a genre of 

instrumental music which accompanies daily worship and calendrical 

festivals at Hindu temples as well as lifecycle rituals such as weddings. 

The ensemble features nagasvaram of which Rajarattinam Pillai was a 

master and the tavil (double-headed drum) . Karnataka music ensemble 

most typically features a vocalist accompanied by a violinist and a 
mridangam (drum) player, and is performed most prominently in con-
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cert-hall recitals. 

   I aim to inquire how the discourse on Rajarattinam Pillai is socially 

and politically significant in South Indian music culture, instead of 

yielding to the notion that the genius is a self-complete unit for analysis, 
and asking only what musical features make this particular individual a 

genius. The changing positions of the three groups examined in this arti-
cle in social and musical hierarchy can be identified as simultaneously 

affecting and reflecting the interpretation of Rajarattinam Pillai. 

   For Brahmans, the trenchant attack on Brahmanical culture in the 

non-Brahman sociopolitical movements during this century generated 

the need to establish a cultural arena in which to ascertain their threat-

ened identity and to maintain moral superiority. Constructed with anec-

dotes of Rajarattinam Pillai, their perception of Isai  Vlalars as corrupt, 

uneducated and unrefined has provided Brahmans with an effective 

pretext for refusing non-Brahmans due public recognition, and has 
therefore enabled Brahmans to project Karnataka music as their own 
cultural arena. 

   The Isai Vlalars find in Rajarattinam Pillai a means of symbolic 

cultural resistance to Brahman hegemony. Although their counter inter-

pretations are rarely advanced face to face with Brahmans to avoid 
retaliation, Isai Trlalars can maintain pride in their own musical heritage 

and even a sense of musical superiority by projecting the image of Ra-

jarattinam Pillai as a musician with unprecedented talent who fought 
against Brahman dominance. The discourse on Rajarattinam Pillai also 

serves to legitimize the drastic changes in Periya Melam music during his 

lifetime and its increasing alienation from the original ritual perform-

ance context. 

   Analysis of the differences in interpretation of Rajarattinam Pillai 
between Isai Vlalars and Maruttuvars reveals some aspects of the com-

plex interplay between dominant and subordinate discourses. The ap-

propriation of the primacy of vocal music by Isai Velalars for maintain-
ing a superior position to the Maruttuvar musicians has the effect of rein-

forcing Brahman appropriation of the same aspect of music against Isai 

Vlalars themselves. This unwitting endorsement and reinforcement of 

dominant discourse is not uncommon among subordinate groups. 
While the non-Brahman musicians criticize the tendency for preferential 

treatment of Brahman musicians by Brahman-controlled organizations, 

once they are individually given benefits, such as performance oppor-

tunities, awards and musical titles, from the same organizations, the 

prestige associated with organizations is often utilized to establish their 
superior position against other members.
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   As Hobsbawm and Ranger's important study, Invention of  Culture 

(1983) , and many others inspired by it inform us, the past is used for the 
manipulation of the present. In order to account for, justify, under-

stand, and criticize the present, the past is selectively appropriated, 
remembered, forgotten or invented. Multiple interpretations of Rajarat-

tinam Pillai reflect and embody the distribution and exercise of power in 

South Indian music culture, as the polysemy of his charisma derives 
from, and corresponds to, the conflicting yet interdependent relation-

ships between Brahmans and non-Brahmans and between non-Brahman 

groups. Rajarattinam Pillai serves as a site of contestation where a 
multitude of interpretations are accorded to his attributes for the 

legitimization of one's desired position and for securing one's identity.

1.は じめに

2,カ リスマ的音楽家の分析

3.南 イソド古典音楽文化におけるカース

　　 ト関係

4.ラ ージャラッティナム ・ピッライに関

　　する複数の解釈

　A.音 楽的属性

　　　即興演奏

　　　声楽

　　　師弟関係

　 R　 生活習慣 ・性向

　　　飲食の習慣

　　　気まぐれな性格

　　　性的過剰

　　　贅沢指向と経済観念の欠如

　C.イ サイ ・ヴェーラーラルの対抗的解

　　　釈

　　　抵抗としての模倣

　　　 「三楽聖」の反転像 としてのラーi

　　　 ヤラッティナム ・ピッライ

　D.イ サイ ・ヴェーラーラルの葛藤

5.マ ルットゥヴァル演奏家の場合

6.お わ りに

1.は じ め に

　本稿は,南 イ ソ ド古典音楽におけ るカース ト関係の諸側面 を,一 人のカ リスマ的演

奏家 に関す る言説 の分析 を とお して ドキ ュメソ トす る試みである。T.　N,ラ ー ジ ャラ

ッテ ィナム ・ピ ッライ(Tiruvavadudurai　 Natesan　 Rajarattinam　 Pillai,1898-1956)は,

ナ ーガス ワラム(nagasvaram)と 呼 ぼれ るオーボエ型の楽器(重 舌 の リー ドをつけ

て演奏す る気鳴楽器)の 名手であ り,彼 の卓抜 した音楽性 とカ リスマ的な性格は,他

の演奏家,聴 衆,パ トロンたちの注 目の的 とな ったぽか りでな く,こ の音楽 のジ ャソ

ルにおける演奏慣習や コソテクス トの変化に多大 な影響を及ぼ した。 ラージャラッテ
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イナム ・ピ ッライの影響力は,現 在 の音楽文 化においてもい くらも遜色 していない1㌧

とい うのは,音 楽伝統を担 うカース ト集団間の複雑 な競合関係にお いて,ラ ージ ャラ

ッテ ィナム ・ピッライが依然 として戦略的に重要 な位置を 占め,彼 に関す る言説が南

イ ソ ド古典音楽のアイデンティ テ ィーに関す る相反す る解釈を主張 し,競 い合 う「場」

の一つ とな っているか らであ る。

　現在 の南イ ン ド古典音楽は,ペ リヤ ・メーラム(Periya　 slam)と カルナ ータカ

(Karnataka)と い う二大音 楽伝統に大別す る ことができる。 ペ リヤ ・メーラム音楽

は,南 イ ソ ドにおけ る代表 的な儀礼音楽で,寺 院 で行われ る儀礼や祭礼において不可

欠 であ るぼか りでな く,結 婚式 などの通過儀礼 の際に も頻繁 に演奏 される。 ペ リヤ ・

メーラムは器楽 のジャンルであ り,そ のア ンサ ソブルは,主 奏楽器のナーガス ワラム

と リズ ム伴奏楽 器 のタ ヴ ィル(伽 〃;樽 型 の両面太鼓)を 中心 に構成 され る 【寺 田

1990:238-240】 。 ラージ ャラッテ ィナ ム ・ピ ッライは このナ ーガス ワラムの第一人者

と して名声 を博 した。 カルナータカ音楽は,こ れ とは対照的 に,声 楽の主演奏家 と楽

器伴奏者 か らなるアンサ ソブル構成が最 も典型的で,楽 器奏者が主奏者 である場合 も

声楽のス タイルが規範 とな っている。その演奏は,音 楽 を聴 くことを主 目的 としたホ ー

ルで行われ ることが多い。 この二伝統は共 に同一の楽理的原則に基礎 をおき,演 目も

重複する部分が多い とい う共通点を持つ一方,演 奏の コンテ クス トや媒体,お よび演

奏家やバ トロソたちのカース ト帰属の傾向に よって区別 され てい る。

　本稿 では,ブ ラーマ ン(Brahman),イ サ イ ・ヴェー ラーラル(lsai　 Vlalar),マ ル

ッ トゥヴァル(Maruttuvar)と い う三つの カース ト集団 に焦点 をあて,彼 等 の ラー

ジャラッテ ィナム ・ピッライに対す る解釈 の差異を分析す る。

　 ブラーマ ソは,カ ルナータカ音楽の演奏家やバ トロソの大多数を占める。 ラルマ ソ

夫妻 の統計的調査に よる と,1920年 代 から1970年 代 にかけ て,ブ ラーマ ンは古典音楽

の演奏家 の60～70%を 占めていた 【L'A㎜Dand　 L'ARMAND　 19831。この統計には,

全 員が非 ブラーマ ソであるペ リヤ ・メーラム音楽の演奏家 も古典音楽家 として含 まれ

1)南 イ ンド音楽家の名前は,男 性の場合,出 身地,父 親の名前,自 分に与えられた名前,カ ー

　 ス ト号(ブ ラーマンのアイヤルAyyarや アイヤソガルAyyangar,イ サイ ・ヴェーラーラル

　 のピッライ　pillai)の 四つの部分から構成されるのが原則である。祖父や曾祖父が著名な演

　 奏家であった場合には,彼 らの名前の頭文字が年代順に追加されることもある。これらの出

　 身地や人物名は頭文字で代用されることが多い。本稿で扱 う音楽家の場合は,テ ィルヴァー

　 ヴァドゥドゥライは出身地,ラ ージャラッティナムは自分の名前,ピ ッライはカース ト号で

　 ある。二番目V'く るナテーサンは,彼 の養父であるティルマルガル ・ナテーサ ・ピッライ

　　(Tirumarugal　Natesa　Pillai,1874-1903)に 由来する。実父 クップサーミ・ピッライ(Kup-

　 pusami　 Pillai)の 頭文字を選択 しなかったのは,ナ テーサ ・ピッライが非常に有名な演奏家

　 であったことも一因であると考えられる。本稿では,ラ ージャラッティナム ・ピッライの表
　 記を一貫して用いる。
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ているため,ブ ラーマ ンのカルナータカ音楽で占める割合は さらに大 きなもの とな る。

一般聴衆 ・愛好家 ・バ トロソのカース トに よる比率 のデータはないが,少 な くとも演

奏家 の占め る割合 と同程度 もし くは高 いはずだ。数字の上で大 多数 を占め るか否かに

かかわ らず,カ ルナータカ音楽は主 にプ ラーマ ソが参加す る文化活動 であ るとす る考

えは,広 く非 ブラーマ ソ階層に受け入れ られている。 イサイ ・ヴェー ラーラルのカル

ナータカ演奏家 も存在す るが,彼 らはブ ラーマソ化 しているか,ブ ラーマ ン中心 の音

楽文化か ら距離を置いて活動 してい る。 ブラーマソは慣 習上,ペ リヤ ・メーラム音楽

に用い られる楽器を 自ら演奏 で きないため,非 ブラーマ ソ音楽家にその演奏を依存 し

なけれぽな らない 【TERADA　 1992:235-238】 。 ブラーマ ンの音楽上 の嗜好性や鑑識 眼,

そ してそれに伴 う経済的な支持 ・支援は,ペ リヤ ・メーラム音楽が今 日まで存続 して

きた大 きな要因の一つ であ る。

　 イサイ ・ヴェーラー ラルは,タ ミル ・ナー ドゥ州において最 も有名な音楽生業 カー

ス トである。彼 らは,同 州 の中東部 にあるタ ソジャー ヴール県 とその周辺地域に集 中

してお り,遅 くとも,こ の地方を本拠地 としていたチ ョー ラ朝(9～13世 紀)時 代 よ

り,寺 院に所属 して音楽 ・舞踊 を継承 してきた。肥沃な土地 と,そ れ に支 えられた豊

か な農業経済 を基盤 として,こ の地方は古 くか ら文化の中心地 と して栄え,各 種芸能

を保護 ・奨励 した寺院 もこの地 区に数多 く存在す る 【GouGH　 l955;STEIN　 1980]20

イ サイ ・ヴ ェー ラーラルは,ペ リヤ ・メーラム音楽 の創始老 であ り,最 も正当な継承

者 であるこ とを 自負 してい る。事実,彼 らの 自負を裏付け るかの ように,ラ ージ ャラ

ッテ ィナム ・ピッライをは じめ として,今 世紀半 ぽまでの著名な演奏家はほぼ例外 な

くこの カース トの出身だった。

　 第三の グループは,主 要 な伝統的職業 が理髪業であ るマル ッ トゥヴァルであ る。彼

らはマ ドラスを含む タ ミル ・ナー ドゥ州北部を中心に広 く分布 し,こ の地域におけ る

ペ リヤ ・メー ラム音楽の主な演奏者であ る。 しか し,タ ソジャーヴール地方を中心に

継承 されて きた南 イ ン ド古典音 楽文化において地理的に周縁 に位置 して きたマル ッ ト

ゥヴァルは,音 楽の技量や芸 術性 の面で も劣等 であるとみなされて きた。その彼 らが,

今世紀半ば よ りイサイ ・ヴェーラーラルが圧倒的優位 に立 っていたペ リヤ ・メー ラム

音楽の領域 でかな りの進 出を果たす ことがで きたのは,カ ルナ ータカ音楽の活動 の中

心が タソジャーヴール地方か らマ ドラス市 に移行 した ことを背景に してい る。そのた

2)タ ソ ジ ャー ヴー ル県 は,タ ミル ・ナ ー ドゥ州 に おい て 人 口に 対 して最 も寺 院 の 数 が 多 い地

　 域 で あ る と され る。1971年 には,タ ミル ・ナ ー ドゥ州 の9%の 人 口を 占 め て いた タ ソ ジ ャ ー

　 ヴー ル県 に,全 体 の17%の 寺 院 が あ った[BouToN　 1985:78】 。
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め,マ ル ッ トゥヴァル とイサイ ・ヴ ェーラー ラルは,ブ ラーマ ソの経済的支持 をめ ぐ

って競合関係にある。

　 カル ナータカ音楽 とペ リヤ ・メーラム音楽 は,互 いに影響を与えなが ら現在 の演奏

形態を形成 して きた。一方では,ペ リヤ ・メー ラム音楽は,カ ルナータカ音楽の源泉

になる三つの伝統の一つであ り,今 日の カルナータカ音楽を特徴づけ る即興演奏 の技

法や複雑で高度 に体系化 された リズムは,ペ リヤ ・メーラム音楽か ら取 り入れ られた。

ちなみに,他 の二つの伝統は宮廷におけ る声楽 の基礎 とな った神に対す る献身歌 と,

チ ンナ ・メーラム(Cinna　 slam)と い う寺院 で奉納 され る舞踊およびその伴奏音楽

である。 ペ リヤ ・メーラム(「 大 きな太鼓[の ア ソサ ソブル]」)と チ ンナ ・メー ラム

(「小 さい太鼓[の ア ソサ ソブル]」)は,後 者 が今世紀初頭 に今 日バ ラタ ・ナーテ ィ

ヤ ム(Bharata　 Natyam)と して知 られ るコ ンサ ー ト・ホ ール中心の舞踊形式 に変身

するまで,寺 院におけ る二大芸能伝統であ り,タ ソジ ャーヴール地方においては,イ

サイ ・ヴェーラー ラルが両方の伝統を伝承 していた。他方,ペ リヤ ・メーラムの演奏

家 はカル ナータカ音楽家か ら多 くの楽曲を学 んだ。これ は,今 世 紀前半にペ リヤ ・メー

ラム音楽の レパ ー トリーが即 興演奏か ら楽 曲中心に移行 していったの と並行 して い

る。今 日では,カ ルナ ータカ音楽 を代表 する楽 曲がペ リヤ ・メーラム音楽の演 目にお

いても顕著であ る。 この二伝統 間の交流 と,そ の結果 としての類似 にもかかわ らず,

ペ リヤ ・メー ラム音楽 は儀 礼的な演奏 コソテ クス トを現在 も保持 してい るとい う点

で,カ ルナータカ音楽 と一線を画 してい る。

2.カ リス マ的 音 楽 家 の分 析

　特異な才能を持 った個人を主要な研究対象 とすることは,民 族音楽学ではごく最近

まで稀であった。それにはい くつかの要因があった ように思われる。まず第一に,民

族音楽学者が,個 々の音楽家(作 曲家であれ演奏家であれ)のアイデンティ ティーが

あまり重要視されない音楽文化を調査 ・研究の主対象としてきた,と いう点が考えら

れる。第二には,個hの 作曲家を過度に重視 し,音 楽における創造性を何人かの 「天

才たち」の業績の面から説明してきた,従 来の音楽学に対する拒否反応を考えること

もできる3)。そ して第三に,民 族音楽学における,文 化や社会 といった大 きなまとま

りを主な考察の対象 とするという,文 化人類学的な観点もその背景になっていたはず

3)芸 術が独立した個人の業績であ り,ま た個人が所有するものであるという概念は,音 楽学

　内部でも批判の対象となっている 【SUBOTNIK　 1991]。
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だ。民族音楽学者たちは,集 団によって生産 ・消費される音楽を研究するのが自分た

ちの使命であり,従 って個人の業績に焦点を絞るのは,自 分たちが避けようとしてい

る従来のエ リー ト主義的な音楽学方法論への逆戻 りを意味すると判断 してきたためか

もしれない。この結果,個hの 演奏家や作曲家は研究の対象になることが少な く,も

し論述 されることがあっても,あ る音楽伝統の 「投影」として,も しくは,あ る文化

に特有な音楽的感性の 「体現者」として位置づけられることが多かった4)0そ れでは,

従来の民族音楽学研究において重要視されてこなかった という理由だけで,個 人に関

する研究は本質的に価値がないと判断していいだろうか。エリート中心主義的な解釈

に陥ることなしに,個 人の音楽家の研究を,音 楽文化の動態の分析 と結びつけること

はできないだろうか。

　個人と音楽文化の関係に焦点を当てた研究が,近 年 ようや く幾人かの民族音楽学者

によって発表された。たとえぽ,ス ティーヴン・スラウェクは,世 界的に有名なシター

ル奏者であ り,ま た自分の師匠でもあるラヴィ・シャンカルが,伝 統的な北イソド音

楽文化 と現代の文化領域 との仲介者 と して果た してい る役割を分析 してい る

【SLAWEK　 1991】。チャールズ ・カプウェルは,北 イソド音楽研究上,重 要だがほとん

ど忘れ去られているスーリンドロ・モフン・タゴールに焦点を当て,ロ バート・パー

クの境界性の概念[PARK　 l　9281や,ア シシ・ナンディの植民地主義への社会心理学

的考察 【NANDY　 1983】を援用 して,タ ゴールのイソド音楽の展望が植民地化された

人たちの複雑な心理的葛藤に起因することを指摘 している 【CAPWELL　 1991]。さらに,

キ ミ・コール ドレイクは,日 本の女義太夫の盛衰を,竹 本綾之助というカリスマ的な

演奏家の一生を通L'て描写 しようとする。綾之助が女義太夫という伝統のなかでは異

端者であるが,そ の異端性ゆえに変容への媒体となったとい う視点は,本 論の関心に

相通ずるものがある 【COALDRAKE　 1989】。 これらの研究は,対 象としている音楽文

化の歴史における個人の役割に,新 しい視点を提供することによって,個 人に関す る

4)　 フランク・ミッチェルは,ナ ヴァホの宗教を体現する者であると,彼 の詳細な自伝を監修

　したシャーQッ ト・ブリスピーとデイヴィッド・マカレスターは位置づけているし 【MIT-

　CH肌L　 1978],チ ャールズ ・カイルは,彼 の著名なティヴの音楽に関するi著作に,作 曲家に

　なる典型的な状況や,作 曲の動機の事例 として,七 人の作曲家の評伝を付け加えている

　[KEn.19791。 スティーヴン・スラウェクは,個 人の研究の乏 しい民族音楽学にあって,イ

　ンド音楽研究は例外であると主張するが 【SLAWEK　 1991:161],こ の分野の先行研究の多く

　は,そ の著者である研究老が,あ る音楽伝統を表象 しうるとみなす 自らの師匠から得た情報

　に依拠する度合いが極めて大きく,個 々の音楽家に関する文化的位置づけを行 うことは稀で

　あ る。た とえぽ,ロ バー ト・ブラウソ 【BROWN　 1965】 や フランク ・バ ーパ リッチ

　【BERBERICH　 1974]が 行 った研究では,彼 らの師匠に対する尊敬の念がいかようであっても,

　師匠である個々の演奏家は,高 度に専門化した音楽知識に関する情報の源泉としてのみ存在

　する結果 となっている。
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研究を音楽文化総体 のダイナ ミクスの分析 と関係づけ る試みを行 っている。 これに対

して,本 稿は,一 音楽家に関 して多様な解釈 が存在す ることに注 目し,そ れ らの諸解

釈が,音 楽文化 内のカース ト集 団間 の競合 ・対立 ・軋礫 にいかに関係するかを分析す

る とい う点で,こ れ らの研究 と異 なっている。 また,過 去 の一一音楽家に関す る複数の

解釈を ドキsメ ソ トす ることに よって,歴 史についての解釈間 の相違 やズ レを調査す

る ことが,現 在 におけ る音楽文化 の動態を包括的に理解するために有効な手段 の一つ

であることを示 したい 【GINZBURG　 l　980:xiii-xxvi】。

　一個人の分析 に よって広範 囲な社会関係を検証す る場合,誰 で もその有効な分析対

象 となるわけではない。それ は,あ る特定 の人物の象徴性 を過大評価 しやす いか らだ。

この種 の研究 に とって,最 も適 した候補 として考え られ るのが,「 自己が属 している

歴 史を体現 ・総括 す る」[GEERTZ　 1968:74-75】 カ リスマ的な人物であ る。 この選択

は,一 つの文化の中で一見つなが りのない よ うな諸要素が,あ る特定の カ リスマ的人

物 に関す る言説に,高 い密度で姿 を現 し,ま た文化 の動態をその ような個人の分析 に

よって効果的に調べるこ とがで きるとい う前提に依拠 している。

　 マ ッぞス ・ウェーバ ーは,カ リスマについて,「 あ る人物 の持 っている非 日常的だ

とみなされてい る資質 を云い,彼 は,こ の資質の故 に普通の人 間か ら区別 され,超 自

然的 または超人的な,ま たは少な くとも,例 外的な資質を持 った者 として扱われ る」

【WEBER　 1947:329】 とい う一般的定義を供 している。本稿では,こ の ような例外的な

資質を持 ったカ リスマ的音学家 として ラージャラ ッテ ィナム ・ピ ッライを と りあげ

る。 ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライの生存中,彼 の音楽的 ・人格的両面における資

質は並外れ ていた と評価 されtそ の資質が他の音楽家 やパ トロンの注意を引 きつけ,

絶 大な影響を与 えた。後述す るよ うに,彼 らは,ラ ージャラッティナ ム ・ピッライの

演奏上の慣習や音楽のスタイルだけでな く,髪 型や服 装な どの外見を も模倣 し,ま た

彼 との接触 の経験を 自らの 「語 り」の中で強調す ることに よって この稀有 な音楽家に

自己を近 づけ ようと した。

　 ペ リヤ ・メー ラム音楽の演奏家に とっての,ラ ージャラッテ ィナ ム ・ピッライの人

気 や象徴 としての重要性を推測す るのは,さ ほ ど困難ではない。現在第一線で活躍す

る演奏家は,ほ とんど例外な く今世紀最高 のナーガス ワラム奏者 として,ラ ージャラ

ッテ ィナム ・ピヅライの名前 をあげ るであろ う。演奏家の間では,公 的 ・私的な言説

の中で,あ たか も彼 の才能や成功が 自らに も乗 り移 るかの ように,繰 り返 しラージャ

ラッテ ィナ ム ・ピッライの名前 があげ られ,彼 のイ メージが喚起 され る。 ラージャラ

ッテ ィナム ・ピッライ と個人的に親 しか った演奏家だけではな く,た だ単 に見知 って
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いた者や直接 の接触を全 く持 たなか ったペ リヤ ・メーラム演奏家 まで もが彼を偶像化

した。家 を彼 の写真 で飾 った り,息 子 に彼 の名を付け た りす る者 も多か った[RA-

JAGOPALAN　 1990:2251(写 真1～2)。 あ るナ ーガス ワラム奏者は,ラ ージャラッテ ィ

写 真1　 ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッラ イ の写 真 を家 に飾 って い る ナ ー ガ ス ワ ラム 奏者 。 奥 の

　 　 　 　部 屋 へ の 入 り 口の真 上 に ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ(左)と 第 ニ ナ ー ガス ワ ラ

　 　 　 　 ム奏 者(右)の 写 真 が か か っ て い る(タ ソジ ャー ヴ ール市,1993年)。

写真2　 ラージャラッティナム ・ピッライの肖像画が見下ろす教室でナーガスワラムを学ぶ生

　　　　徒たち(マ ドラス市,1993年)。

291



国立民族学博物館研究報告　 22巻2号

ナム ・ピッライの大 きな写真を,イ ン ド建 国の父 と称 され るモハ ソダス ・ガ ンディー,

初 代 首 相 の ジ ャ ワー ・・ル ラ ール ・ネ ル ーの それ と並 べ て 家 に飾 った 【TUMILAN

l988:71】 。また,ナ ーガス ワラム奏者に よって書かれた数少 ない音楽理論書,サ ンギー

タ ・タ ーラ ・ラーガ ・マーライ　(Sangita　Tala　Raga　 Malai),は ラージ ャラッテ ィナ

ム ・ピッライに捧 げ られ,彼 の有名 な肖像写真の一枚が献辞 とともに巻頭にのせられ

ているが,著 者は ラージ ャラ ヅテ ィナム ・ピッライ と親 しか ったわけ では ないIKUP-

PUSAMI　 1965】(図1)。

　 音楽愛好家やバ トロソた ちの間におけ るラージャラッティナ ム ・ピッライの人気 も

普通ではなか った。た とえぽ,結 婚式 などの通過儀礼 のためにペ リヤ ・メーラムの楽

団を雇 う場合,通 常主催者に とって都合 のよい吉 日を選 んで 日程 を決定 し,そ れから

演奏者を捜すが,ラ ージ ャラッティナム ・ピッライの場合には,彼 の予定や都合Y'し

たが ってその期 日を設定 した者 も少な くなか った。著名 な政治家や企業家たちが,競

って ラージ ャラ ッティナム ・ピッライを高額の報酬 で雇 った ことか ら,彼 の参加 自体

が招聰者のステータス ・シンボルとな った。 このため,演 奏 に対す る謝礼 は,ラ ージ

ャラ ッテ ィナム ・ピッライ が どの よ うな高 額を要 求 して も受 け入れ られ た とい う

[TUMILaiv　 1988:89-90,131-132]0

　 ラ ージ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピッライは,1940年 に 製 作 された 「カー ラ メーハム」

(Kalameham)と い う映画に詩人の役 で出演 した。 この映画は,興 行的には失敗に終

わ り,そ れ以後 ラージャラッテ ィナム ・ピッライが役者 として映画に出演 した ことは

ない。 しか し}ペ リヤ ・メー ラム楽師の参加が不可欠な寺院祭礼や婚礼 な どの場面が

ある映画に,演 奏家 として何度か映画出演 してい る。1936年 の映画 「カヴィラ トナ ・

ヵ一 リダース」(Kaviratna　 Kalidas)の 新 聞広告には,ラ ージ ャラ ッテ ィナム ・ピ ッ

ライの名前が俳優た ちの名前 よ り数段大 きく記 されていて,当 時 の彼の知名度や人気

を示 してい る(図2)。

　 ラージャラ ッテ ィナム ・ピッラィが亡 くな って40年 以上 た った現在で も,ラ ジナ番

組 のた めに収録 された演奏が再放送 され,SP盤 レコー ドや海賊録音が,カ セ ッ ト・

テープの形で市 販されてい るとい う事実をみても彼の人気は明 らかだ(図3a,　 b,　c)。

さ らに,ラ ージ ャラッティナ ム ・ピッライの生誕の記念行事 がタ ミル ・ナー ドゥ州の

伝統文化を保護 ・奨励す る政府機関(タ ミル ・ナー ドゥ ・イヤル ・イサイ ・ナータカ

・マ ンラムTamilnadu　 Iyal　Isai　Nataka　 Manram)に よって毎年開催 され ている(図4)。

また,1992年 に は,イ サイ ・ヴェーラーラルのカース ト団体(lsai　 Velalar　Sangam)

の文 化部門を担 当す る組織(ム ッタミル ・ペーラヴァイMuttamil　 Peravai)が,ラ ー
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図1　 音 楽 理 論 書,サ ンギ ー タ ・タ ー ラ ・ラー ガ ・マ ー ライ ダ の 献 辞 の 頁 。 写 真 の 下 に は 「音

　 　 　楽 界 を照 らす 光,ナ ー ガ ス ワ ラム の皇 帝,偉 大 な る演 奏 家 テ ィル ヴ ァー ヴ ァ ド ゥ ドゥラ

　 　 　 イ ・T.N。 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の 思 い 出 のた め に この書 物 を 出 版 す る。著 者 」

　 　 　 と記 され て い る。
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図2　 映画 「カ ー ヴ ィ ラ トナ ・カ ー リダ ース」 の新 聞 広告(The　 Hindu紙1936年9月18日 掲

　 　 載)
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a.1983年 発 売

b.1988年 発売　　　　　　　　　　　　　　　c.1992年 発売

　図3　 ラージャラッティナム ・ピッライのカセットテープ
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図4　 ラ ージ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の生 誕 記 念 行 事 へ の招 待 状(1988年)
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ジ ャラ ッテ ィナム ・ピ ッラィの名 と功 績を永久に残す ため「ラージャラ ッテ ィナ ム賞」

を設け,功 労のあ ったナーガス ワラム奏者 に毎年一人ず つ贈 ることを決 めた。 この組

織には,タ ミル ・ナ ー ドゥ州におけ る有力政党(DMK,ド ラ ヴ ィダ進歩連盟)の 党

首 で あ り,自 分 自身 イ サ イ ・ヴ ェー ラ ー ラル で あ るM.カ ル ナ ー ニ デ ィ

(Karunanidhi)の 強 力な支援がある。第一 回の授賞式には,当 時州首相 であ ったカル

ナーニデ ィが列席 し自ら賞状や記念品を受賞者 に手渡 した。

　 ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライは1956年 に,心 臓発作のため決 して長い とはいえ

ない一生を終えた。 この時点で,彼 のカ リスマの生成に寄与 した,生 身での相互交流

的 な関係は永久 に失われた ことになる。 しか し,逆 に,ラ ージ ャラッティナム ・ピッ

ライが生身の人間 と して存在 しないことに よって,生 存中に語 られた彼の音 楽や人間

性は,誇 張 され,ゆ がめ られ,省 略 され,あ るいは全 く創 りかえ られ ることが容易に

なった。そ の結果,彼 のシソボル としての有効性 は増大 し,南 イ ソ ド音楽文化のアイ

デ ソテ ィテ ィ_Y'関 す る言説 の一部 であ り続けている。 ラージャラッテ ィナ ム ・ピ ッ

ライの死後時間がたつにつれて,彼 との直接の体験か ら生 じる記憶 が薄れ,そ れ まで

は存在 しえなか った ような解釈が生まれて くることが可能 になった。現在では,ラ ー

ジャラ ッテ ィナム ・ピッライに関する言説は,彼 にほ とんど(ま たは全 く)個 人的な

つなが りのない者 たちによって形成 されてい る。

3.南 イ ン ド古典音楽文化におけ るカース ト関係

　南イソ ド音楽文化に関する言説は,単 独ではなく複数のチャネルをとおして形成さ

れ伝承されてきた。これらのチャネルは,相 互に関連しているものの,公 的および私

的とい う二つの領域に分けることができる。本論における分析の主対象である私的領

域は,日 常交わされる私的な会話や師弟関係などを媒介に伝達されるゴシップ・噂 ・

逸話など,個 別化されたコミュニケーショソの諸形態からなる。それに対 し,公 的領

域は音楽協会,大 学,音 楽学校,マ スメディアなどの諸機関,お よびそれらの機関に

よる書物,学 会,記 念式典,集 会などからなる。ブラーマソは音楽学界 ・ジャーナ リ

ズム ・音楽協会で圧倒的な優位に立ってきた。 ブラーマソによる,こ のような公的な

領域のほぼ完全な独占が,彼 らの視点を増幅し正当化することを容易にしてきた。 し

かし,公 的領域においてブラーマソ中心の視点が支配的であることは,ブ ラーマソ以

外の異なった解釈が存在 しないことを意味 しない。公的領域か ら除外されているため,

非ブラーマソの視点は,上 記のような私的領域に集約的に現れる。
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　 本稿の中心的課題は,一 音楽家 に関す る諸解釈の分析 であるが,そ れ は南イ ソ ド音

楽文化におけ る支配 と競合や,も う少 し広げ て南イ ソ ド社会 におけ るブ ラーマ ンの位

置 とい う,よ り大 きな問題 のなか で位 置づけ られ るべ きものでもある。南 イン ド社会

におけ るブラーマ ン ・非 ブラーマ ン間の政治 ・経済におけ る競合関係は,歴 史学や政

治学の主要 な研究対象 とな ってきた。その中で,主 要 な問題 の一つ として論議 されて

きた ものに,南 イ ン ド社会の ブラーマ ン支配 とい うテーマの内容 の検討がある。ブラー

マン支配 として解釈 されてきた現象は ,非 ブラーマ ソたちに よる政 治運動 の攻撃の対

象 とな って きたため,こ の現象の解釈は政治的な色彩 が強い。少な くとも三つの解釈

が判別 され る。第一は,ブ ラーマ ソは支配的地位を過去数百年の間に徐 々に確i立 して

きた とい う見解 である 【VISSWANATHAN　 1982]。 第 二 には,ブ ラーマソは歴史 を通 じ

て有力であったが,19世 紀 に入 って,イ ギ リス支配に迎合す ることで得た経済力を背

景に現在 の位置を獲得 した とい う解釈 がある 【SUB㎜IAM　 1969】。第三は,ブ ラー

マン支配 とい う主題 自体が誤 りで ,非 ブラーマ ソ運動 の推進者や支持者た ちに よる政

治 的 プ ロパ ガ ソ ダの 産 物 で あ る とい う見 方 で あ る[SUND-AN　 1989;cf.

WASHBROOK　 1989]o

　 非 ブラーマ ン運動 は,非 ブラーマ ソの中で も地位が高 く経済的 にも恵 まれた カース

ト集 団に よる,ブ ラーマ ソの政府公職や高等教育の場で圧倒 的な優位に対する不満に

よって引 き起 こされた。元来は経済的 な競争であった ものが,カ ース トをめ ぐる政治

問題 として偽装 された とす る議論 もあるが,い ずれにせ よブラーマ ソと非 ブラーマ ン

が南 イ ン ドにおけ る社会 分割 の主 要な基準 とな った こ とは否定 で きない 【BARNETT

1976】。 この二分法 は,ブ ラーマ ンの人 口比率が高 く経 済的に も有力であ るマ ドラス

市や タソジャーヴール地方において,特 に有効 である5)0

　 音 楽文化 におけ るブラーマ ン ・非 ブラーマ ンの関係は,そ れを包括す る社会全体で

のカース ト関係 と分離す ることは できないが,前 者が後者 の単 なる延長,も しくは投

影だ と考 えるのは妥当でない。 とい うのは,古 典音楽文化 においては,カ ース トに よ

る人 口構成が社会全体 のそれ と逆にな っているか らだ。ブラーマ ンは古典音楽伝統(ペ

リヤ ・メーヤム,カ ルナ ータカ音楽共に)の 最大の支援者 であって きた。 また,カ ル

ナータカ音楽 の演奏家の大多数を 占め る。しか し,タ ミル ・ナー ドゥ州 の場合,ブ ラー

マソは全人 口比にす るとわずか3%強 を占め るにすぎない
。後に詳述す るよ うに,音

5)　 ブ ラー マ ソ ・非 ブ ラ ーマ ソの社 会 区分 が 当 て は ま らな い地 域 も存 在 す る。 た とfxぽ,タ ミ

　 ル ・ナ ー ドゥ州 に お い て も,西 部 諸 県 で は ブ ラ ーマ ンの人 口が 極 め て 少 な く,こ の二 分 法 は

　妥 当 では な い 。
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楽におけ るカース ト競合は,非 ブラーマ ソ音楽家たちの 自らの貢献への 自負 に反 して,

ブ ラーマソたちが,古 典音楽の伝統 について 自己中心的な歴史観 を前面に押 し出 し,

自 らのアイデンティ テ ィー確立 ・維持 のために,イ デオ ロギー的な理想像を古典音楽

の描写 の中に埋め込 んでい ることに起因 してい ると思われ る。

　 ブラーマ ンに とってカルナ ータカ音楽は 自己の文化的お よび社会的アイデンティ テ

ィーを維持す る重要 な手段であ る。非 ブラーマ ソ運動は,ブ ラーマ ン ・非 ブラーマ ン

間の区分を鮮 明に し,ブ ラーマ ン ・イデオロギ ーの正 当性に疑問を投げかけ,ブ ラー

マ ソに よる南 イソ ド社会支配を非難 し続けて きた。この運動 の高 ま りのなかで,ブ ラー

マ ンは 自分た ちの アイデ ンテ ィテ ィーを維持す るための強力な シンボルの必要性を強

く感 じた と考 え られ る。非 ブラーマ ソによる政治団体は,正 義党(Justice　 Party)と

して1916年 に なって初めて正式に成立 した。 しか し,公 職 ・高等教育におけ るブラー

マ ソの圧倒 的優位を憂慮 した非 ブラーマ ソの論客たちは1880～1890年 代 にはすでに,

新 聞への投稿記事 などで ブラーマ ソ支配を痛烈 に批判 していた 【IRscHIcK　 1969】。19

世 紀 以来の資 本主義経済 と西洋 の近代性の浸透 は,職 業の儀礼的浄 ・不浄にも とつ く

ハイエ ラキ ーに性格づけ られ る伝統的な カース ト制度を変化 させた。南イ ソ ドでは,

ブ ラーマ ソ ・非 ブ ラーマン間の争 いはマ ドラスのよ うな都市部 において最 も激 しく,

そ こでは伝統的な カース ト・イデオロギ ーが大 きな挑戦 を受け ることになった1辛 島

1988:162-163]0

　 ラージャラ ッテ ィナム ・ピ ヅライの生存中,お そら く最 も影響力を持 っていた非 ブ

ラーマ ソ運 動 の指導 者 であるE.V.ラ ー マス ワー ミ ・ナーイ ッカル(Ramaswamy

Naicker,1879-1973)は,ブ ラーマ ソが古典 音楽を独 占 して きた ことを,南 イ ソ ド

社 会 に おけ る ブ ラー マ ソ支 配 の発 露 で あ る と して厳 し く批判 した 【RA7ENDRAN

l985:1071。1930年 に は,非 ブラーマソ同志に対 して,子 供た ちに古典音楽を教 え,

ブ ラーマ ソか ら差別を受けてい る非 ブラーマ ソ演奏家 を経済的に援助す るよ うに呼び

かけた。 また 自らもブラーマソ音楽家 を排除 した一連 の コンサ ー トを主催 した 【NAM-

BI　ARooRAN　 1980:255】 。 しか し,皮 肉なことに,ラ ーマス ワー ミ・ナーイ ッカルに

よるこの ような公的な批判は,古 典音楽はすでに ブラーマ ソの文化領域 であるとい う

印象を強め,非 ブラーマ ソた ちを さらに古典音楽か ら遠 ざけ る結果 とな った。

4.ラ ー ジ ャラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ に関 す る複 数 の解釈

ここまで,個 人の音楽家を分析の対象とすることの有効性や,南 イン ド音楽文化に
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おけ るカース ト競合の一般的 な特徴を概観 した。本章 ではこれ らをふまえて,ラ ージ

ャラッティナ ム ・ピッライに関す る社会的に生成 された解釈に焦点を移 し,ま ず本章

では,ブ ラーマ ンとイサイ ・ヴェーラーラルの二つの集 団間 での解釈の相違点を中心

に論を進めたい。 これ らのカース ト集団に属す る各個人 は,シ ソボルを単 に受動的に

解釈す るのではな く,音 楽文化 内におけ る自己の位置を維持 ・向上す るために積極的

に利用 している とみ なす[FIRTH　 1973;BYNuM　 1986】。 この意味で,ラ ージャラッ

テ ィナム ・ピッライの音楽や人格について 「解釈す る」 とい う行為は,各 グル ープの

異 なる志望 ・思惑や グループ間の相互認識 と親密に結 びつ いた話法的な戦略 の一種 と

なる。 これは,次 章で言及す るマル ッ トゥヴァルの場合 も同様 であ る。

A.音 楽的属性

　即興演奏

　 ラージャラ ッテ ィナム ・ピッライは,楽 曲の演奏ではな く長時間にわたる即興演奏

において最 も有名 である。そ の中で もター ラム(talam;リ ズ ム周期)の 制約を受 け

な い,ア ー ラ ーパ ナ(aldpanai)と 呼 ぼれ る即 興 演奏 に よ って 特 に著 名 であ る

【SR　UTI　 1987:41;TuMEAN　 ...:ll8;SuNDARAM　 1992a:181】6)。 ナ ーガス ワラム

音楽 で最 も難 しく,ま た重要 だ とされ るこの側面におけ る卓抜 した技量か ら,ラ ージ

ャラッティナ ム ・ピッライは,本 名を もじった ラーガラッテ ィナム(「 ラーガの至宝」)

とい うあだ名を付け られ たほ どだ 【ELLARVI　 l967:112】 。 彼 の即興演奏は次の三点に

おいて集 約的に言説化 され る。 まず第一 に,ブ リガー(briga)と 呼 ぽれ る極端 に早

い フレーズを演奏す る能力である。技術的に難 しい旋律を驚 くようなス ピー ドで演奏

す る能力は,ブ ラーマ ン ・非 ブ ラーマンが共 に認め るラージ ャラッティナ ム ・ピッラ

イの トレー ドマー クであ る。 た とえば,ラ ンガ ラーマヌジャ ・アイ ヤソガルは,ラ ー

ジ ャラ ッテ ィナム ・ピッライの1910年 代 における,あ る寺院祭礼における演奏 を回顧

して,「穏やかな夜空に ロケ ッ トの ように舞い上が った」とか,「恐 ろ しい よ うなス ピー

ドで メ ロデ ィーは 旋 回 した 」 な ど と描 写 して い る 【RANGARAMANUTA　 AYYANGAR

6)　 ア ー ラー パ ナ は,ラ ー ガ ・ア ー ラ ーパ ナ(raga　 alapanai),ま た は単 に ラ ー ガ ム(ragam)

　 と呼 ぼ れ る。 本 来,ア ー ラ ーパ ナの 語 は,楽 曲 の前 に演 奏 され る即 興 演 奏 を さ し,主 に カル

　 ナ ー タ カ音 楽 で用 い られ る。 これ に対 して,即 興 演 奏 が 主 で あ る ペ リャ ・メー ラム音 楽 では,

　 ラー ガ ム とい う語 が用 い られ る のが 普 通 で あ る。 しか しラ ー ガ ムは,演 奏 され る各 の 施 法 の

　 意 味 もあ るの で,本 稿 では 混 同を 避 け るた め ア ー ラーパ ナの 語 を 使 用 す る。 カ ル ナ ー タ カ音

　 楽 で は,主 奏 者 が ア ー ラー パ ナ を演 奏 す る時 には,リ ズ ム伴 奏 老 は 演 奏 に 全 く参 加 しない が,

　 ペ リヤ ・メ ー ラム音 楽 の 場 合 は タ ヴ ィル 奏者 が 伴 奏 を す る。 しか し,こ の とき も タ ヴ ィル 奏

　 者 は,楽 曲 を 演 奏す る時 とは 違 って,タ ー ラム(リ ズ ム周 期)に 制 約 され ず に,緩 や か な リ

　 ズ ムの規 制 の も とに 断 続 的 に伴 奏 す る(TERADA　 l992:51】 。
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1972:xii】。 今世紀初頭 には ラージャラッテ ィナム ・ピッライ と同様に,も しくは彼以

上 にブ リガーを演奏で きる音楽家が存在 したことを指摘す るもの もいる。 しか し,著

名 な中堅声楽家であるT.N.セ ー シャゴパ ーラソ(1948年 生 まれ)が,「 ブ リガーと

(い う語 を)聞 くだけ で,ラ ージ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッ ライ の ことを考 え る」

【SESHAGOPALAN　 1983】 とい うように,ナ ーガス ワラム演奏におけるこの音楽的能力は,

頻 繁 に ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィ ナ ム ・ピ ッ ラ イ に 結 び つ け られ て 語 られ て い る

[VENKATRAMAN　 19$4:27;SUBRAMANIAM　 19HS:7S]o

　 ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライを,他 の演奏者か ら分離す る第二点は,彼 の音楽

的創造性(κ α望翅 α',カ ルパ ナイ)で ある。ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライの,ラ ー

ガム(旋 法)の いろいろな側面を表現す る人並みはずれた能力は,他 のナ ーガス ワラ

ム演奏老たちか らの称賛や羨望 の的であ った。夜 を徹 して行われ た寺院祭礼の行列で,

一 つの ラーガムを数時間にわ たって
,し か も同 じ音楽的モテ ィーフを繰 り返す ことな

く演奏 した ことが,古 き良 き時代を懐か しむ ように語 られる。 ラージャラッテ ィナ ム

・ピッライは どの ラーガムを演奏 して も優れ ていた とされ るが,ト ーデ ィ(Todi)と

呼 ぼれ るラーガ ムが,最 も頻繁に彼 の音楽的想像力の秀逸さ と結びつけ られて語 られ

る　　　【SANKARAN　 1981:298;NILAM　 l985:76;RAIAM　 1986:41-42;RAJAGOPALAN

1990:224,483;SADAslvAM　 l992:32】 。 彼 の音楽 家 と してのアイデンティ テ ィーは

トーデ ィ ・ラーガムと不可分であ り,聴 衆 もこの ラーガムでの即興演奏を聞 くことが

出来なけれぽ,決 して満足 しなか った といわれ る 【E肌ARvl　 1967:io2-ia3】 。 ラー ジ

ャラ ッテ ィナム ・ピ ッライが トーデ ィ ・ラーガムの即興演奏において特に秀でていた

とい う評 価 は,遅 くと も1930年 代 初 頭 に は確 立 して いた よ うだ 【T.朋Hll>Dσ

1935;TuMILAN　 l988:106】 。 この評価は,彼 が録音 した初 めてのSP盤(1934年 に 発

売)が,こ の ラーガムの アーラーパナ(即 興演奏)で あ った ことに も示 されて いる。

あるブ ラーマ ン音楽愛好家は,ラ ージ ャラ ッテ ィナム ・ピ ッライが寺院祭礼 で四夜続

けて トーデ ィ ・ラーガムの即興演奏を行い,し か もその間ただ一度 も同 じ音楽的 モテ

ィーフを繰 り返す ことが なか った,と 彼 の音楽的創造性を回想 する。

　 ラージャラ ッテ ィナム ・ピッライの演奏の第三の特徴は,他 の奏者 のそれ と聞き違

xる ことのない,彼 独特 の音色にあ る。楽器の音色は,ど のナ ーガス ワラム演奏家 に

とって も自己のアイデンティ テ ィーの一部 であ り,演 奏 の評価の対象 となるが,ラ ー

ジ ャラ ッテ ィナム ・ピッラィの奏で る音色 は,全 くこの世 のもの とは思われないほ ど

美 しか った と言われ る。そ して,こ の特色のある音色に深 く関係 しているのが,ラ ー

ジ ャラ ッテ ィナム ・ピッライ 自身が考案 した と言われ る大型 で低音 のナーガス ワラム
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である。 この楽器 はバ ー リ ・ナ ーガス ワラム(bari　 nagasvaram)と して知 られ,そ

れ 以前の小型で高音のテ ィ ミリ・ナーガス ワラム(timiri　 nagasvara〃1)と 区別 され る。

ラージャラ ッテ ィナム ・ピッライ以降の ナーガス ワラム奏者 は,例 外 な くバ ー リ ・

ナ ーガス ワラムを演奏 して きた。 この大型の楽器が,こ れ ほ どまで徹底 して普及 した

のは,彼 らが ラージャラッティナム ・ピッライの名声 にあやかろ うとして,彼 の トレー

ドマークであ った楽器を使 った ことが原因だ と考え られ る。 ラージャラッティナム ・

ピッライの指導 のもとに,こ の大型 のナーガス ワラムを実際に作 ったのは,タ ンジャー

ヴール 県ナ ラシソガ ンペ ッー タイ(Narasinganpettai)に 住 む楽器職人,レ ソガナー

ダ ・アーチ ャー リ(N.G.　 N.　Renganada　 Accari)で あ る。 ラージャラ ッテ ィナム ・ピ

ッライが彼の作 るナーガス ワラムを激賞 した こ とも手伝 って,一 躍最 も人気 のあ る

ナ ーガス ワラム作 りの職人 となった。現在 でも レンガナ ーダ ・アーチ ャー リが最高の

ナーガス ワラム制作者であ ることに演奏者 の間 で異論 はな く,第 一線 で活躍す るナ ー

ガス ワラム奏者 の多 くが,彼 が作 ったナ ーガス ワラムを演奏 してい る。

　 ブラーマ ンに よるラージャラッテ ィナ ム ・ピッライの音楽的資質の描写 は極めて肯

定的であ るが,完 全に一義的なわけではない。た とえぽ,ラ ージャラ ッテ ィナム ・ピ

ッライは アーラーパナを演奏す る能力で高 く評価 され る一方,今 世紀の初頭 よ り衰退

しつつあ るペ リヤ ・メーラム伝統の最後の 「輝 き」であ るとも描写 される。つ ま り,

彼 はナーガス ワラム音楽伝統 の芸術的価値 を代表 してい ると同時に,ブ ラーマ ソが「黄

金 時代」 として描写す るタソジ ャーヴール地方 でのナ ーガス ワラム音楽伝統 の終焉を

も象徴 させ られることにな る。 ラージャラ ッテ ィナム ・ピ ッライや他の過去 のナーガ

ス ワラムの名手 たちを称賛す る ことは,そ の意 図が主観的に どれほ ど純粋 であ るにせ

よ,現 在の音楽家 の低下 した演奏 レベルを白昼 に引 きず り出 し,そ うする ことによっ

て彼 らがおかれた被支配的な状況を正当化する効果を持 っている 【TERADA　 1996]。

　 声楽

　 ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライのナ ーガス ワラムの演奏 はブラーマ ソに高 く評価

されてい るが,彼 のそ うした才能 は時 として,彼 の声楽家 としての能力 との結びつ き

に よって説明 され る。 カルナータカ音楽では,声 楽がすべての基本であ り,楽 器の演

奏 において も声楽特有の装飾音をいかに うま く模倣す るかが評価の重要な基準 となる

とい う考えが支配的 であ る。 それは,楽 曲のテキス トが言葉 として音楽にのせ られる

だけではな く,声 楽で発展 して きた数 々の装飾技法が音楽の美的本質を表現す るのに

最 も適 してい ると考え られているか らだ。 ラージ ャラ ッティナム ・ピッライは ナーガ

ス ワラム奏者 として名声を獲得 したが,カ ルナータカ音楽におけ る声楽の優位,そ し
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て ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライの声楽へ の堪能 を強調す ることに よって,彼 の音

楽的側面 はカルナ ータカ音楽に 「取 り入れ」 られ,同 一化 されてい る。

　 ラージャラッテ ィナム ・ピヅライの声楽家 としての才能や,彼 の行 った声楽 の演奏

会 ・ラジオ放送は,ブ ラーマ ソに よって しば しぽ言及 され るが,声 楽の素養 はナーガ

スワラム奏者に とって決 して例外的な ものではなか った。それ どころか,声 楽 はナー

ガス ワラムを習得す る上 で必要不可欠な基礎 であるとされ ている。弟子入 りす る と,

まずあ る一定 の期間は声楽の訓練を受け,そ れか らはじめてナーガス ワラムの学習 に

移 るのが一般的であ った。実際に,ナ ーガス ワラム奏者 の多 くが,ラ ージャラ ッテ ィ

ナム ・ピッライの ように公の場 で演奏す ることはないに しろ,才 能 のある声楽家であ

った。それに もかかわ らず,ラ ージャラ ッテ ィナム ・ピヅライの声楽 に関す る言説 で

は,ナ ーガス ワラム音楽における声楽の一般的な重要性は後景 に押 しや られてい る。

　声楽伝統 との強 力な結びつ きの他 に,何 人かの影響 力のあ るブラーマ ン声楽家が彼

のナーガス ワラム音楽を絶賛 したことが,ラ ージャラッティナ ム ・ピヅライが広 く受

け入れ られ て きた一 つの理 由であ る と考え られ る。特 に,絶 大 な人気を集 めていた

G.N.パ ー ラスブラマニヤム(Balasubramaniam,1910-1965)は,自 己の音楽がナ ー

ガス ワラム音楽,特 に ラージャラ ッテ ィナム ・ピッライのそれに影響を受けた ことを

公言 し,ま た広 くそ う信 じられてい る。彼 の声楽におけるブ リガーは前代未聞 の業績

であ り,彼 以前にはナ ーガス ワラム奏者 によってのみ可能 な演奏法だ った と評価 され

てい る 【VBw欄 ㎜1975;㎞Ac㎜D蹴 τ1985;S田 ㎜ ㎜1985;T㎜ 姻

1988:152]0

　 師 弟関係

　 ラージャラッテ ィナ ム ・ピッライの師匠 としてブラーマ ソ音楽家 の存在 が強調 され

ることは,カ ルナータカ音楽へ の 「取 り入れ」 のも う一つの例 である。19世 紀末か ら

20世 紀初頭にかけてカル ナータカ音楽界に君臨 した ブラーマ ソの ヴァイナ リン奏者 テ

ィル ッコデ ィカー ヴ ァル ・ク リシ ュナ ・ア イ ヤル(Tirukkodikaval　 Krishnayyar,

1857-1913)の 名 が,ラ ージャラッテ ィナ ム ・ピッライの主た る師匠 としてあげ られ

る 【BHuvAMHAN　 1987:57】 。 イサイ ・ヴェーラーラルの多 くは,ク リシュナ ・アイ

ヤル との師弟関係を否定 しない ものの,ラ ージャラッテ ィナム ・ピ ヅライが音楽の機

微を学 んだのは,当 時 のスター演奏家の一人であ った ア ソマ ーチ ャ ッテ ィラム ・カソ

ヌサ ー ミ・ピッライ(Ammachattiram　 Kannusami　 Pillai,1876-1933)で あ ると主張す

る7も しか し,こ のイサイ ・ヴェーラーラル演奏家 との師弟関係は,ブ ラーマ ソに よ

7)　 カンヌサーミ・ピッライは主にタヴィル奏者であったが,ナ ーガスワラムにおいても非凡/
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って語 られ ることは極めて少ない。

　 ク リシ ュナ ・アイヤルが世を去 ったのは,ラ ージャラ ッテ ィナム ・ピ ッライが弱冠

15才 の時 であったか ら,ア イヤルの もとで彼 がどこまで深遠 な音楽的知識 を習得 でき

たか,と い う疑問を投げかけ るイサイ ・ヴェー ラーラル演奏家 も存在す る。ナー ガス

ワラムの習得 には長い年月 を要す ることを考慮すれぽ,こ れ らのイサ イ ・ヴェー ラー

ラルたちの疑 問は妥当である と言 うべ きであろ う。 しか し,こ こで より重要なのは,

ラ ージ ャラッテ ィナ ム ・ピッライが実際に誰か ら音楽を習得 した か とい う実証的 な事

実関係ではな く,彼 の高い音楽性 とブラーマ ソ音楽家 との師弟関係が結びつけ られ て

語 られている点 である。 言い換 えれば,ブ ラーマ ンの言説においては,秀 逸な音楽家

としての ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライは,ブ ラーマ ン師匠から教 えを受けた カル

ナータカ音楽 の伝統を受け継 ぐと描写 される。 ラージャラ ッテ ィナム ・ピッラィが,

彼 と同時代のナーガス ワラム奏者に対す る低 い評価や 自己の声楽家 としての自負を反

映 して,自 分 は単 な るナ ー ガス ワラ ム奏 者(ナ ーガ ス ワラ ・ヴ ィ ッ トゥ ワー ン

nagasvara　 vittuvan)で は な く,ブ ラーマ ソと意 味上 最 もつなが りの深 いカテ ゴ リー

である古典音楽家(サ ソギータ ・ヴィッ トゥワー ソsangita　 vittuvan)で もある と主

張 した ことも,ブ ラーマンに よる上記の解釈を容易 に した と考 え られ る。

B.生 活習慣 ・性 向

　 ラージャラ ッテ ィナム ・ピ ッライの生活習慣 や人 間性はr彼 の音楽 的能 力への高い

評価 とは対照的に,ブ ラーマ ソに よって否定的な言葉で語 られ る。彼 の性 向 ・習慣 に

関す る逸 話は数多 く存在 し,そ の内容は,深 酒,肉 食,性 的 モ ラルや経済観念 の欠如,

精 神不安定,贅 沢品嗜好な ど多岐 にわた る。 ここでは,そ の中で よく知 られ,か つ頻

繁 に語 られ る逸話 をい くつか紹介す る。その後に,そ のよ うな プラーマ ソが作 り出 し

ているラージャラ ッテ ィナム ・ピッライのイ メージに対す るイサイ ・ヴェーラーラル

の解釈 と反応を描 写す る。

　飲食の習慣

　 ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライの飲食に関す る習慣は,し ぽ しば彼の他 の性向 と

結 びつけ られて語 られる話題であ る。彼は酒(主 に ウイスキ ーや ブラソデーなどの高

級酒)を 大量 に,ま た頻繁 に飲む ことで知 られ,こ れが原因で演奏 の予定を忘れ た り,

または演奏す る気分になれず,公 演が中止にな った ことが幾度 とな くあ った とされ る

＼ な才 能 の持 ち主 だ った と言 われ る。 彼 は,ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ヅラ イ の養 父 で あ るナ

　 テ ー サ ・ピ ッライ の伴 奏者 と して 長 年活 躍 した 【SuNDARAM　 1992a:245-249]。
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【Tu皿AN　 1988:92-95】 。 彼 は また,肉(主 に山羊 肉)を 大量に常食 した ことで も知

られてい る。この食事 習慣は彼の音楽演奏を支え るスタ ミナの源泉だ とされる。プラー

マ ソは,ナ ーガス ワラムや タヴィルを演奏す るには尋常ではない体力がい り,そ のた

めには 肉食が不可欠 であ り,ラ ージ ャラ ッテ ィナム ・ピ ッライの食事習慣 をその例 と

してあげ ることが多 い。 また,ペ リヤ ・メーラム音楽の演奏 には肉食が必要 であるか

ら,菜 食主義者 であるブラーマ ンはこの音楽 を演奏す るのに適 していない と主張す る

者 もいる。ペ リヤ ・メーラム演奏家 が非菜食 主義者 であ るとい う考 えは,彼 らの体格

が大 きくずん ぐ りとしてい るとい うステ レオ タイ プとも しば しぼ結 びつけ られ る。 こ

のイ メージに も,ラ ージャラ ッテ ィナム ・ピ ッライは寄与 している。彼は,背 は高 く

なか ったが,上 半身 や首は人並 み はず れて大 きか った とされ るか らだ 【SANKARAN

1981:297],

　 気 ま ぐれな性格

　 ラージャラッテ ィナム ・ピッライは気 ま ぐれ なことで知 られ,自 分 の気に入 らない

ことがある と,酒 気を帯びていない ときでも,公 演を直前 にキ ャンセル した り,演 奏

の途 中 で舞 台 を去 るこ とが しば しぼ だ った 【cf.　SANKARAN　 1981:291;TUMILAN

1988:108;SuNDaaaM　 1992a:178-179]。 この点に関 して,次 の よ うな逸 話が伝 え ら

れてい る。 タ ミル ・ナー ドゥ州南部の ラーマナー ダ県にある ラーメース ワラムで行わ

れ た寺 院祭礼 で演奏 中,「 マ フデ ィ」 と称 され る曲を演奏 してほ しい とい う リクエス

トが聴衆 の一人か ら出された。「マ フデ ィ」 は,当 時人気 があ ったが古典 曲では な く

即興演奏の余地 の少 ない曲だ った。 ラージャラ ッテ ィナム ・ピ ッライは,依 頼 を した

男性 に演奏 していた ナーガス ワラムを手渡 し,皮 肉たっぷ りに 「そんなに聴 きたいの

な ら,自 分 で演奏 して くだ さい」 と言い残 して舞台を去 った とい う 【E肌ARVI　 1967:

107-109】 。 また,ラ ージャラ ッテ ィナム ・ピッライの演奏 を主催す る企画者たちは,

彼 が予定 どお り会場 に着 くように,ま た公演 の開始時間 まで機嫌を損ね ない よ うに,

前 もって様 々な手段 を講 じなけれぽな らなか った。た とえぽ,当 時 ラー ジャラ ッテ ィ

ナ ム ・ピッライの演奏会 をマ ドラスで何 回か企画 したM.P.ソ ーマ スソダラムは,彼

が演奏会場 に現れ るよ うにす るには,タ ンジ ャー ヴール地方か ら汽車でや って くる彼

を必ずマ ドラス駅で出迎 えなけれぽな らなか ったと回顧す る。そ うしなければ,マ ド

ラス駅 に着 いた と して も公 演会 場 に現 れ る とは限 らなか った ら しい 【SOMASUN-

DARAM　 19931。 ま た,い ったん会場に着 いて も,外 出 して戻 って こない可能性 も大

きか った。そのため,控 え室では ラージャラ ッテ ィナム ・ピ ッライが特に好 んだ とさ

れ る ビズ ミラー ・ハー ン(北 イ ン ドのシャーナ ーイ奏者)の レコー ドをかけて,他 に
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注意 が行 かない よ うに工 夫 した者 もあった 【SANKARAN　 1981:291;TuME1田 　 1988:

138】8)0

　 性 的過剰

　 ラージャラッテ ィナム ・ピッライの性的な過剰 もよ く語 られ る話題 の一つである。

彼には五人の妻 がいた ことは広 く知 られている。子がで きないために第二 の妻をめ と

ることは,当 時 のペ リヤ ・メー ラム音楽家 に とってそれほ ど例外的な ことではなかっ

た し,事 実 ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライは子宝に恵 まれ なか った。 しか し,五 人

も妻がいた ことは過剰である とみ なされ,彼 の性的な どん欲 さの発露 であるとして語

られ る ことが多 い。 また,妻 た ちに対す る無思慮な言動 も噂 になる9)0さ らに,ラ ー

ジ ャラ ッテ ィナム ・ピ ッライには五人の正妻 の他に,南 イ ソ ドの至 る所 に愛人がいた

と信 じられている。彼は,芝 居や映画が好 きで,実 際に 自分 も映画に俳優 として出演

した こ とが あ り,映 画 や舞 台劇 の関 係 者 との交 流 も多 か った[TUMILAN　 1988:

113-118,145-146】 。 マ ドラスで行われた彼 の葬儀には,愛 人 であ った とされ る女優た

ちが大挙 して列席 した ことが,ま ことしやかに語 り継がれている。

　贅沢指向と経済観念の欠如

　 さらに,し ば しば話題にのぼるのは,ラ ージ ャラ ヅテ ィナム ・ピ ッライの贅沢品指

向や,派 手で人 目に付 く行動 である。燃費 の極端に悪い大型 の輸入車 を乗 り回 した こ

と,人 一倍大 きなダイヤモ ン ドのイヤ リソグや派手な純 金のネ ックレスを していた こ

となど,彼 の高級品志向に関す る逸話は多い 【cf.　SAN㎜AN　 1981;TuMILAN　 1988:

33,821。 また,そ れ らの贅 沢品を衝動的にかつ大量に購入する習慣があ った ともいわ

れ る。あ るブ ラーマソのペ リヤ ・メーラム音楽愛好家は,ラ ージ ャラ ッテ ィナム ・ピ

ッライが十本 の指すべてに大 きな指輪をはめ,演 奏中にはそれ らの指輪に光が反射 し

てまばゆいほ どだ った と回想す る 【RAMAMURTHY　 1986】。 さらに,鉄 道 で遠方へ演奏

に出かける時は,必 ず一等車を利用 し,伴 奏者だけではな く家族や友人などを引薯連

れ て,大 挙 して演奏地へ乗 り込む こともしぼ しばだ った と伝xら れてい る。 ラージャ

ラッテ ィナム ・ピッライの奇行や金銭感覚の欠如の一例 として,次 の逸話 もよく知 ら

8)　 シ ャ ーナ ー イ は北 イ ソ ドで 演 奏 され る重 舌 の気 鳴 楽 器 。 南 イ ソ ドの ナ ー ガス ワラ ム と同 じ

　 よ うに,婚 姻 儀 礼 な どの 伴 奏 音 楽 と して演 奏 され る。 ビズ ミラ ー ・ハ ー ソは,儀 礼 に結 びつ

　 い た シ ャー ナ ー イ音 楽 を コ ンサ ー ト会場 で演 奏 され る古 典音 楽 に 「引 き上 げ た 」 と され,南

　 イ ン ドの ペ リヤ ・メー ラ ム音 楽 で同 様 の変 化 を もた ら した とい わ れ る ラー ジ ャ ラ ヅテ ィナ ム

　 ・ピ ッライ と比 較 され る こ とも 多 い。

9)三 番 目の妻 ジ ャナ カ ム(Janakam)は ラ ー ジ ャ ラッテ ィナ ム ・ピ ッライ の扱 いYT耐xら れ

　 な くな り,彼 の も とを 去 った と伝 え られ る。 ラー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の 死 後,彼 女

　 との 間 に で きた娘 であ る と名 乗 る女性 が 出現 したが,そ の 真偽 は わか らな い 。 また,ラ ー ジ

　 ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ が この娘 の 存在 を知 ってい た 形跡 は な い。
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れてい る。 ラージャラ ッテ ィナム ・ピッライが一生の大半を過 ご したテ ィル ヴ ァーヴ

ァ ドゥドゥライは,タ ンジ ャー ヴール県 にある小 さな村 で,鉄 道は近 くを通 ってい る

ものの駅はなか った。マ ドラスな どの遠隔地 での演奏 の帰 りには,自 分 の家に一番 近

い地点で,緊 急用の ブ レーキをかけ,そ の不正 な使用に対す る高額の罰金 を払 って,

そ こか ら平気 な顔を して歩 いて帰宅 した ことが何度 もあ った とい うものである。

　 ここで重要 なことは,ラ ージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライに関す るこれ らの属性が単

に彼だけに特有 な性 向ではな く,ペ リヤ ・メー ラム音楽家の一般的 な傾向 として語 ら

れ る点にあ る。 つま り,ブ ラーマ ンは,ラ ージ ャラッテ ィナ ム ・ピッライにまつわ る

興味 をそそ られる ような逸話を語 ることに よって,ペ リヤ ・メーラムの演奏家たちが

同様 の不道徳な性 向を持つ と特徴づけ る。 この ような語 り口は,逆 説的に 自らの道徳

的優位 を強調 し,ペ リヤ ・メーラムの伝統 とそれを代表す るラージ ャラッティナム ・

ピッライ との相違を明白にす る。換言す ると,一 方 では ラージャラッテ ィナ ム ・ピ ッ

ライの演奏家 としての偉大 さは,師 匠であ るブラーマ ソ音楽家か ら受け継いだ声楽 の

素養 に起 因 し,従 って カルナータカ音楽伝統か ら受けた恩恵 とし,他 方,決 して称 賛

す ることのできない彼 の生活 スタイルや習慣は,ペ リヤ ・メーラム演奏家に多かれ少

なかれ共通す る性向だ とす る。

C.イ サ イ ・ヴェー ラーラル の対 抗 的解釈

　抵抗 としての模倣

　 ラージャラッテ ィナム ・ピッライに よって始め られた新 しい演奏形態や生活習慣 の

多 くは,ブ ラーマ ンが中心的位置 にい るカルナータカ音楽のそれを模倣 した もので あ

った と言われる。た とえば,ラ ージ ャラ ッテ ィナム ・ピ ッライは,ナ ーガス ワラムを

コンサ ー ト・ホ ールで演奏 した初めての奏者 だ とされ る 【NANDAKu㎜ 　 1993:25】 。

この新 しい演奏 コソテ クス トでは,タ ヴィル,タ ーラム(talam;二 枚 一組の小 さな

シソバ ル)の 伴奏 を伴 う,ペ リヤ ・メーラム音楽 の典型的な アソサ ンブル形態だけで

はな く,ヴ ァイオ リソ,ム リダンガム(mridangam;両 面 太鼓)と い うカルナータ カ

音楽 の伴奏者 と共 に演奏す る形態 も,ラ ージャラ ッテ ィナム ・ピッライが創始 した と

広 く信 じられてい る 【ELLARVI　 1967:102】io)。 また,カ ルナ ータカ音楽 においてマイ

クの使用が一般的になると,ラ ージャラ ッテ ィナム ・ピッライ も自分の公演ではマイ

10)　 この際,ラ ージャラッティナム・ピッライはナーガスワラム音楽をコンサー ト芸術に 「引

　 き上げ」たとい う言い方が しば しぽ見られる[PARTHASARATHY　 l981】。 この語 り口Y'も,音

　 楽協会が主催するコソサート・ホールでの公演が中心的な演奏 コソテクス トであるカルナー

　 タカ音楽を頂点とする音楽観が表現されている。
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クの設置を要求 した。元来ペ リヤ ・メーラム音楽 は,寺 院境内な ど開かれた空間で演

奏 され るもので,音 量 も大 き く音響的には マイ クの必要性はなか った ので,ラ ージ ャ

ラッテ ィナム ・ピ ッライの要求に対処す るためにマイ クを設置 したものの,電 源 を入

れず においた コソサー ト企画者 もいた。現在 ではrコ ソサ ー ト・ホールにおけるペ リ

ヤ ・メーラムの公演 においてはマイ クの使用が一般化 してい る。

　 ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライは,ペ リヤ ・メー ラム音楽に新 しい演奏 コソテ ク

ス トを創始 しただけでは な く,従 来 の儀礼的 コソテ クス トにおいても大 きな変化 をも

た らした と考え られ ている。た とえば,ペ リヤ ・メー ラム音楽のア ンサ ソブルで持続

音 を出す楽器 の変換 にラージャラッテ ィナ ム ・ピッライが関与 したと考え られ ている

こ とだ。以前は,オ ッ トゥ(ottu)と 呼 ばれ る,形 状や大 きさでナ ーガス ワラムに類

似 した気鳴楽器が持続音 の演 奏を担当 して いたが,こ の楽器を スルテ ィ ・ペ ッテ ィ

(srutipetti}11)に 置 き換 えた最初の演奏家 がラージ ャラ ッティナム ・ピッライであっ

た と広 く信 じられている。1940年 代 から1960年 代 にかけて,オ ットゥか らスルテ ィ ・

ペ ッテ ィへの移行 が進行 し,現 在 ではオ ットゥ奏者は皆無である。

　 さらに,ラ ージャラッティナ ム ・ピッライはナーガス ワラム奏者 の外見を著 しく変

えた とも言 われ る。 ク ドゥミ(kudu〃 の と呼ばれる儀礼 コ ソテ クス トと密着 した伝

統的 な髪型をやめて西洋式 の髪型に し,上 半身裸で演奏す る代わ りに シャツ(sattai)

を 着 て演奏 した最初 のナーガス ワラム奏者 が ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピ ッライだった

と信 じられている。元来,ク ドゥ ミや上半身裸にな ることは,神 に対す る帰依 ・献身

を表現す るもので,儀 礼的な意味合 いが強 く,寺 院において神に捧げ る音楽を演奏す

るペ リヤ ・メーラム演奏 家に とって適切な 出で立 ちであ る と考 え られ ていたため,

ラ ージャラ ッテ ィナム ・ピ ッライが変化を もた らす まで堅 く守 られ ていた習慣だ っ

た。

　 ブラーマ ソには,カ ルナータカ音楽の慣習はペ リヤ ・メー ラム音楽に とっては不必

要 も しくは不適切 であ り,ラ ージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライに よるこれ らの慣習 の執

拗な模倣は,彼 の子供の ように単純 で未熟 な性格に起因 していると見なす者 が多い。

これに対 し,イ サイ ・ヴェーラー ラルは,ラ ージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライの模倣を

ブ ラーマ ンが押 しつけて きた慣 習への意識 的な挑戦であ った と解釈す る。 多 くのイサ

イ ・ヴェーラー ラルが ラージャラッテ ィナ ム ・ピッライの次の言葉(彼 が実際そ う言

ったか ど うかは別 と して)を 引用す る。「あいつ ら(プ ラーマソ)が や ってい るんだ。

ど うして我hに はで きないのだ」 と。 ラージ ャラ ッテ ィナ ム ・ピッラィは 自分 の演奏

11)木 の箱の中に組み込まれたふいごで空気を送 り入れるフリー ・リー ドの楽器。
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者 としての業績,そ して自分が受け継 いできた伝統 に計 り知れない誇 りを持 っていた

と考え られ る。彼は,自 分 の誇 りが不遜 に冒濱 された とき,独 自の方法でや り返 した。

前述 した ように,ラ ージ ャラ ッテ ィナ ム ・ピッライは短気や気 ま ぐれであることで有

名で,少 しでも意に添わ ないことがある と,演 奏時間直前 でも容赦な く公演をキ ャン

セル した。 しか し,こ れ も単に彼がお天気屋であ っただけ ではな く,ペ リヤ ・メーラ

ム音楽に対す る無理解や,彼 自身に対す る不敬な扱 いへ の反発であ ったこ とが多い。

そ して,ブ ラーマンが ラージャラッテ ィナム ・ピ ッライの 「気 ま ぐれ」 に対処 しかね

た こと自体 が,彼 が ブラーマ ン優位 とい う逆境で勝ち得 た地位 と力の証 であった,と

イサイ ・ヴェーラーラルは評価す る。

　 ブラーマ ンの演奏慣 習や ライ フス タイルの模倣が ラージ ャラッティナム ・ピッライ

の不服従 や抵抗 の手段 として有効であ るとすれば,そ れ はカルナータカ音楽家(大 多

数が ブラーマ ン)の ペ リヤ ・メーラム奏者(ほ とん ど例外な く非 ブラーマ ン)に 対す

る優位が,演 奏慣習に最 も明白に表現 され,刻 印され ているとい う背景があ るか らだ。

た とえぽ,毎 年 タ ソジャーヴール県のテ ィル ヴァイヤールで行われる,「 楽聖」テ ィ

ヤーガラージ ャの死を追悼す る音楽祭(テ ィヤーガ ラージャ ・アー ラーダナTyagara-

ja　Aradhana)で は,長 年 カルナータカ音楽家だけがステー ジの上 に座 って演奏す る

ことが許 され,ペ リヤ ・メーラム演奏家はステージか ら離れた場所 で立位 のまま演奏

す ることが習慣化 されていた。 この状況を変 えた と信 じられているのが ラージ ャラッ

テ ィナム ・ピ ッライだ。1939年,彼 はスター演奏家 としての地位や影響力を駆使 して,

音 楽祭 の企画委員た ち と交渉 し,ス テージ上で の座 位の演奏 を認 めさせた とされ る

【SANK㎜ 　 1991】。 ラージャラッテ ィナム ・ピッライは寺 院祭礼の行列 における演奏

で も,山 車を先導 して歩 きながら演奏す る代わ りに,座 って演奏す ることを主張 して,

牛 車 に乗 って演奏 した と伝え られ ている12)0

　 カルナータカ音楽 内の慣習においても,ブ ラーマ ン音楽家はイサイ ・ヴェー ラーラ

ル演奏家に対 して優位を保 って きた。南 イソ ドの演奏会では,そ の企画者 または後援

者が,金 銭に よる謝礼 とは別に,演 奏 に対す る感謝 の しる しとして,花 輪(マ ー ライ

malai)や 肩 掛け(ポ ンナーダイponnddai)な どを演奏者たちに贈 ることがある。 こ

の贈与は演奏の直後,舞 台 の上で行われ るのが普通 で,演 奏家間の序列が明 白に示 さ

れ る時で もある。演奏家が皆 ブラーマ ンであ る場合 は,そ れ らの贈物 は音楽的役割 に

12)　 ラージャラッティナム ・ピッライが祭礼行列時に座位で演奏 したことを,彼 の飲酒習慣と

　 結びつけ,泥 酔 していて立位で演奏できなかったことが本当の理由であるという中傷的な解

　 釈もある。
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よって決められ ている順位 に従 って贈 られる。つ ま り,一 番は じめY'主 奏者(声 楽家

または器楽奏者)が 受け,つ ぎに メロディー伴奏者(バ イオ リン奏者の場合が多い),

そ して リズム伴奏者(ム リダンガム奏者)と い う順番 である[SANKP.RAN　 l987:38】13)。

この半儀礼的 な贈物 の習慣 におけ る順位は,演 奏家へ の謝礼 の金額に も忠実に対応 し

てい る。 しか し,イ サイ ・ヴェー ラーラルの主奏者 とブラーマ ンの伴奏者が一 緒に演

奏す る場 合には,後 者が音楽上 では劣位にあるに もかかわ らず,さ きに贈 り物 を受 け

るのが習わ しだった。 この プラーマ ン優位の習慣 とい う背景であ ったか らこそ,ラ ー

ジャラ ッテ ィナム ・ピヅライは,カ ルナータカ音楽 の演奏形態 で演奏す る際 ブラーマ

ンの伴奏者 を好 んで選 んだ とい う。 ラージャラッテ ィナム ・ピッライが,彼 の特異な

人気を利用 して,ブ ラーマソ伴奏者を後 目に,一 番最初に贈物 を受けた こと(も しく

は受け るように主張 し,受 け入れ られた こと)は,彼 のブラーマ ン支配 に対す る異議

申 し立ての一形態 だ と多 くのイサイ ・ヴェーラーラルは解釈す る。

　 「三楽聖」 の反転像 と してのラー ジ ャラ ッテ ィナム ・ピッライ

　 カルナ ータカ音楽 がおおむね ブラーマ ンに支配 され ているとい う視点 に立てぽ,こ

の音楽 伝統 に おけ るイ デオ ロギ ー的 ・美的理 想像 が いわゆ る 「三楽 聖」(sangida

mummurttihal)に 関 す る記述や イ メージのなかに埋 め込 まれてい る として も,そ れ

は単 なる偶然 ではない。「三楽聖」 とは19世 紀前半に活躍 した三人の ブラーマ ン音楽

家,テ ィヤーガ ラージ ャ(Tyagaraj　 a,1767-1848),ム ッ トゥス ワー ミ・デ ィー クシタ

ル(Muttusvami　 Diksitar,1776-1835),シ ャ ー マ ・シ ャース トリ(Syama　 Sastri,

1762-1827)の こ とである。彼 らの一生 は,神 への完全な献身,世 俗的な援助 ・保護

の忌避,彼 らの音 楽が引き起 こした奇跡的 な出来事な どによって描写 され る。音楽が

宗教的献身への道 である とい う概念は,「 三楽聖」 に関す る言説 に集約的にあ らわれ,

音 楽 に携わ る行為 全体 のイデオロギー的 な理想 とみなされ る。現代 の音楽家は,コ ソ

サー ト・ホールや家庭儀礼 におけ る 「契約」 による演奏に生計を依存 している。 この

ような職業のあ り方が,こ れ まで述べた音楽家 と しての理想 の実現を阻んでいる とい

う側面 をここで思い返すこ とは重要だ。 師弟関係を通 じて,自 らを 「三楽聖」 の音楽

の継承者であ ると位置 づけ ることは,現 代音楽家 として生 きるにつけて欠如 してい る

聖性 を補完 し,理 想 と現実 の間にある矛盾を緩和する。

　 「三楽聖」の言説に体現化 されてい る音楽 お よび音楽家の理想像は,イ サイ ・ヴェー

i3)　 ガタム(gatam,土 の壷,表 面を手のひらや指で叩いて音を出す)や カンジラー(kanjira,

　 タ ンバ リンの一種)な どの楽器を演奏する複数のリズム伴奏者がいる場合には,ム リダソガ

　 ム奏者の後に贈 られる。
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ラーラル演奏家たちに否定 されているわけではない。それ どころか,音 楽を演奏す る

ことが神へ通 じる道 であ るとい う考 えは,イ サイ ・ヴェーラーラルに も積極的に受け

入れ られてい る。 このことは,寺 院 において神へ の奉仕 として音楽 ・舞踊 を生業 とし

て きたイサイ ・ヴェーラーラルに とって当然 の ことか も しれない。彼 らの間では,自

分たちの カース ト出身 の過去の 「聖人」音楽家 たちの存在 が語 り継がれている。 この

よ うにイサイ ・ヴェーラーラルが音楽に関する理念上の理想像 を共有 しているに もか

かわ らず,ブ ラーマ ンた ちがその理想像を三人 の ブラーマ ソ音楽家 のカース ト帰属に

重ね合わせ るよ うに言及す ることは,古 典音楽におけ る自分たちの歴史的役割が絶大

で,ま た,彼 らの音楽伝統の 「正当な」継承者 として現在の音楽文化においても中心

的な位置に存在す ることを強調する効果があ る。

　 ここで注 目すべ きは,ブ ラーマ ソが創 り上げたイ メージにおいては,聖 人音楽家 と

しての 「三楽聖」の属性 は,ラ ージャラッティナ ム ・ピッライを代表 とす るペ リヤ ・

メーラム音楽家のステ レオタイ プとほ とんど対角線上に対位 していることだ。 ブ ラー

マンたちに よるブラーマ ン音楽家の理想像(菜 食主義 ,簡 素な生活,物 的無欲,宗 教

的献身な ど)は,そ のイメージの反転像 としてのイサイ ・ヴェーラーラルの属性(肉

食,派 手好み,も のへの執着,宗 教的堕落 など)に よって明確に され ていると言 って

もよい。

　イサイ ・ヴェーラーラルは,ブ ラーマ ソが,こ の三人 のブラーマ ソ音楽家を半 ぽ神

格化 し,彼 らが南イ ンド音楽 の頂点をなす と主張す ることに よって,非 ブラーマ ソを

数多 く含 む他 の音楽家たちの貢献を罎小化 していること,さ らに 「三楽聖」に代表 さ

れ る理想 的な音楽家像を前面に押 し出す ことに よって,自 分たちが カルナータカ音楽

の最 も権威 のある実践者であると自己規定 していることに反発す る。 ブ ラーマソ音楽

学者が描写す る 「三楽聖」像 に,多 くのイサイ ・ヴェーラー ラルは異議 を唱 える。た

とえぽ,三 楽聖の一 人,ム ッ トゥス ワー ミ ・デ ィー クシタルが 出身地テ ィル ヴァール ー

ルに多 くのイサイ ・ヴ ェー ラーラルの弟子 を持 っていた ことは広 く知 られてい るが,

この弟子たちがデ ィークシタルに音楽的影響 を与えた とい うイサイ ・ヴェーラーラル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ら

の主張 は ブ ラーマ ンに よ ってほ とん ど全 く無 視 され て いる[VENKATARAMA　 AIYAR

l968,1979;RAGHAvAN　 1975a,1975b;cf.　 KERsENBooN-SToRY　 1987:42]。 イサ イ ・

ヴェーラーラルのなかには,デ ィークシタルは単に歌詞 を提供 しただけで,彼 の弟子

た ち が そ れ に 音 楽 を つ け た とい う,よ り徹 底 し た 考 え を 持 つ もの も多 い

【SAN㎜N　 1987:3】 。 また,デ ィー クシタルの楽曲の多 くはイサイ ・ヴェーラー ラル

のナーガス ワラム奏者たちに よって伝承 されて きたもので,彼 らの存在な しに彼 の今
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日の名声 はあ り得ない とす る 【ARUNACHALAM　 l989:1341。 この よ うな解釈の対立は,

も う一 人の三楽聖であ るテ ィヤーガラージ ャの場合に も顕著 である。テ ィヤーガラー

ジ ャは,プ ラ ン ダ ー ラ ・ダ ーサ(Purandara　 Dasa,16世 紀),ク シ ェ トラ ー ヤ

(Kshetrayya,17世 紀),ソ ン テ ィ ・ ヴ ェ ソ カ タ ラ ー ーマ ナ イ ヤ(Sonti

Venkataramanayya)等 の 歴代の ブラーマ ン音楽家 たちのス タイルを継承発展 させた

とされるが 【SAMBAMURTHY　 1970;RAGHAvAN　 1983],多 くのイサイ ・ヴェー ラーラ

ルが,テ ィヤーガラージャは主 に(も しくは例外 な く)自 分 たちのカース トに属す る

ナーガス ワラム奏者か ら音楽を学 んだ と主張 する。 また,ラ ージ ャラ ッティナム ・ピ

ッライ もことあるご とに,そ う主張 した と信 じられ てい る14)。

D.イ サ イ ・ヴ ェ ー ラ ー ラ ル の葛 藤

　 ラージャラッテ ィナム ・ピッライは,そ のずば抜けた音楽的才能 と物質的成功 で,

現 在に至 るまで,イ サイ ・ヴェーラー ラル演奏家た ちのあこがれの対象 となっている。

彼は,イ サイ ・ヴェー ラーラルが ナーガス ワラム音楽 において最重要 であると考える

アー ラーパナに秀 でていた。 この点 において,イ サイ ・ヴェーラー ラルはラージャラ

ッテ ィナム ・ピッライを 自らの音楽伝統を代表す る演奏家であ ると見な している15)0

また,彼 の知名度 の高 さや,権 威 ある寺院祭礼 ・政 治集会お よび大富豪や地方名士 の

家庭 で行 う通過儀礼 への参加,そ してさらには彼の音楽(主 にアー ラーパナ)に 対す

るブ ラーマンの熱烈 な賞賛は,イ サイ ・ヴ ェーラーラルに自己の伝統 に対す る誇 りと

自信 を与えた。

　 しか し,イ サイ ・ヴェーラーラルの ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピ ッライへの評価は,

彼 のスキ ャンダラスな性 向のため,極 めて両価的である。 イサイ ・ヴェーラー ラルに

14)M.ア ルナーチャラムは,タ ミル音楽の歴史に関する論考で,こ れらのイサイ ・ヴェーラー

　 ラル演奏家たちの視点と響 きあう歴史解釈を呈示している。イサイ ・ヴェーラーラルである

　 ムットゥ・タソダヴァル(Muttu　 Tandavar)を 含む,タ ミル語の詩句に基づいて多 くの楽曲

　 を作った三人の非ブラーマソ作曲家(17～18世 紀)を 「年長の三楽聖」と位置づけ,主 にサ

　 ンスクリット語とテルグ語の詩句で作曲した従来の 「三楽聖」(19世 紀前半に活躍)と 対比

　 す る こ とに よって,後 老 の従来 お かれ て い る絶対 的 な位 置 を相 対化 して い る

　 [ARUNACHALAM　 1989]。しか し,こ のような視点が文献に表れることはまれである。アルナー

　 チャラムの議論に対する批判はラージャゴパーラソ[RAJAGOPALAN　 19931に 見 られる。
15)　 この称賛の陰影を十分に理解す るには,今 世紀を通 じて即興音楽が次第に省みられな くな

　 り衰退 してきた(演 奏における割合が低下 してきた)こ と,そ してブラーマンによってその

　　「衰退」が過剰に言説化されてきた背景を考慮に入れる必要がある。今世紀前半,特 に最初

　 の数十年においては,ア ーラーパナがペリヤ ・メーラム音楽の最 も重要な演 目であった。こ

　 の演目の演奏を支持 していた一般大衆の強い関心は,1930年 代以降の映画音楽の急激な人気

　 の上昇 と逆比例 して,弱 まっていった。映画音楽の他にも,レ コード(SP盤)の 制作やラ

　 ジオ番組が1920年 代に開始されたことは,こ れらのメディアが長時間かけて演i奏される即興

　 演奏に適さないこともあって,楽 曲中心のレパー トリーへの移行に拍車をかけた。
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とって,ラ ージャラッテ ィナム ・ピッライは自らの音楽伝統 の象徴である と同時に,

彼 の存在がイサイ ・ヴェーラーラル音楽家は非道徳的だ とい うステ レオタイプを助長

している とみな しているか らだ。イサイ ・ヴェーラーラルの音楽家たちは ラージャラ

ッテ ィナム ・ピッライの生活のスタイルや習慣上 の過剰に眉をひそめ,彼 に対す る批

判は ブラーマ ソのそれ よ りも辛辣な ことが少 な くない。 また,ラ ージャラッテ ィナム

・ピッライの毒舌や軽蔑的な態度は
,他 のペ リヤ ・メーラム音楽家たちに向け られ るこ

とも頻繁であ った らしく,彼 らの敵対心を も生んだ。一例 をあげ ると,ラ ージ ャラ ッ

テ ィナム ・ピッライは 「これ までどの メー ラカーラ ・パヤルもで きなか った ことを,

私 はすべ てや り遂げ た。」 と公言 してはばか らなか った とされ る 【S」脳㎜ 　 1961:

45]。 メ ー ラ ッカー ラ(melakkara;メ ー ラム奏者)16)や パ ヤル(payalu;や つ,小

僧)と い う軽蔑を含 んだ語の中に,彼 の他のナーガス ワラム奏者を軽視する態度を察

知す るこ とがで きる。 イサイ ・ヴェーラー ラルの中には,ラ ージャラ ッテ ィナム ・ピ

ッライに専属の タヴィル奏者(太 鼓伴奏者)が いなか ったのは,名 のある演奏家は彼

の鋭 い言葉や不敬な態度に よって自尊心を傷つけ られ競演 をさけたか らだ,と 言 う者

もいる 【cf.　SANKARAN　 l961:52】 。 また,あ るナーガス ワラム奏者は ラージ ャラ ッテ

ィナ ム ・ピ ッライが 「皆 は私を見に来 るのだ。伴奏者ではない。」 と豪語 した と回顧

す る。

　 それに もかかわ らず,イ サイ ・ヴェーラーラルは,ブ ラーマ ソが ラージ ャラ ッティ

ナム ・ピッライの性 向を誇張 し,ま たそれがイサイ ・ヴェー ラーラル演奏家 の一般的

な性 向であ るように表現す ることに反発す る。 この反発は,「 我 々が酒を飲めば,そ

れは飲 まずにおれないか らだが,自 分たちの誰かが飲めば,も し飲む ことを認め るに

して も,そ れは個人 の嗜好の問題だ」 とい う,あ るナーガス ワラム奏者 の嘆 きにも似

た述懐に も明白にあらわれている。

　 ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライに関する言説を,今 世紀 の南イ ン ド古典音楽 にお

け る も う一 人 の カ リス マ的音 楽 家 で あ るT.R.マ ハ ー リソ ガ ム(Mahalingam,

1926-1986)の そ れ と比較す ることは,こ の問題に別 の角度か ら光を当て る。 マハー

リンガムは ブラーマ ソのフルー ト奏者で,こ の楽器では比肩す る者のない天才的音楽

家 と言われ るが,彼 の性向 として列挙 される特徴は ラージャラッティナム ・ピッライ

のそれ と酷似 している。 マハ ー リンガムも気 が変わ りやす いこ とや泥酔す ることなど

16)　 メーラッカーラ(ソ)(melakkara[nJ)は,メ ーラム(mela〃 の とカーラソ(karan)か ら

　 なる。メーラムはペ リヤ ・メーラムと同義に用いられることが多く,ま たカーラソは 「～を

　 する人」を意味する接尾辞で,メ ーラッカーランはペ リヤ ・メーラムの演奏老を意味する。

　 ナーガスワラ ・ヴィットゥヴァーソ(ナ ーガスワラム音楽家)に 比べ侮蔑的な語である。
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の,否 定的価値が付加 され ている習慣 で知 られているが,こ れ らの特徴は天才に よく

ある一種の気 まぐれ と見な され,ブ ラーマ ンの コ ミュニテ ィー全体に共通す る性向 と

して語 られ ることは全 くない。 この ことは,ブ ラーマ ン自身が支配的言説 におけ る主

役 であ ること考 えれぽ,何 の驚 きにも値 しないか もしれ ないが,イ サイ ・ヴェーラー

ラルが ブラーマ ソによ く見 られ る とみなす偽善的傾向への不信感を助長す る結果 とな

ってい る。

　現代のイサイ ・ヴ ェーラーラル演奏家たちの心理的葛藤は,彼 らの経済 的基盤や音

楽面での称賛 ・承認(芸 術的充足感)に おいてブラーマ ソに依存 しなけれぽな らない

一方
,そ の ブラーマ ンが,ラ ージャラッテ ィナム ・ピ ッライに関す る逸話 を媒体 とし

てイサ イ ・ヴェーラーラル全体の否定的な性格づけを している ことに起因する。前述

した ラーマサ ー ミ ・ナーイカルの呼びかけの効果 もな く,今 世紀 を通 じて非 ブラーマ

ソに よる古典音楽への保護 ・支援 は次第に減少 してきた。古典音楽は ブラーマ ソの文

化領域 である とい う観点が,非 ブラーマ ソたちの間で定着 した ことが,そ の最大の原

因であ ると考え られ る17)0こ の 結果,古 典音楽を生業 とす るイサイ ・ヴ ェーラーラル

演奏家 のブ ラーマ ソに対す る依存度 は以前 よ り高 まっている といえ る。 イサ イ ・ヴ

ェーラー ラルはペ リヤ ・メーラムとい う自分たちの コ ミュニティーで受け継がれて き

た伝統 に非常 な誇 りを持 ち,一 般大衆へ の音楽の教化や今 日の カルナータカ音楽の形

成に も多大 に寄与 して きた とい う自負があるが,こ れ らは ブラーマ ソたちに認め られ

ていない。 そのため,ブ ラーマ ソに よって自分たちは長年不当な扱 いを受けて きた と

い う思いは強いが,公 然 と個人 で挑戦することは,雇 い主 であるブラーマ ソか ら仕事

(演奏の機会)を もらえな くなる可能性 が強 く,自 殺行為に近 い。過去 には,ブ ラー

マ ンに よる差別 に抗議す るための集団的デモ ンス トレー シ ョソが行われた こともあ っ

た18)0し か し,ラ ージャラッテ ィナム ・ピッライのよ うに特 異な才能 と人気を持 った

17)古 典音楽が 「ブラーマン化」するに従って,非 ブラーマソの音楽愛好家には独立 した自分

　 たちの音楽文化を望む声が強 くなった。このような希求が1935年 に始まった,い わゆるタミ

　 ル音楽運動の大きな推進力となった。この運動は,「三楽聖」に代表されるブラーマソ中心

　 の古典音楽(サ ンスクリット語とテルグ語楽曲が主流)に おいて軽視されているタミル語楽

　 曲の奨励と普及を目指 した。当初は,国 民会議派の指導者で,二 度マ ドラス州知事を務めた

　 C.ラ ージャゴーパーラーチャーリーのように,著 名なタ ミル ・ブラーマンの支持者も多数

　 存在したが,非 ブラーマンの支持者からサンスクリット・テルグ両語による楽曲の演奏を禁

　 止すべきであるという過激な意見がでるにつれて,彼 らは次第に運動から距離をおくように

　 なった。

18)最 もよく知られた集団による挑戦的行為は,1971年 のティヤーガラージャ・アーラーダナ

　 祭の開催中におきた。 この記念祭では,寺 院祭礼で神像を山車に乗せて行列行進するのと同

　 じように,テ ィヤーガラージャの肖像をかかげて行列行進するのが一つのハイライ トになっ

　 ている。この行列には,ペ リヤ ・メーラム音楽が欠かせない。この年参加が予定されていた

　 著名ペ リヤ ・メーラム演奏家たちは,直 前になって演奏を一斉にボイコットし,ブ ラーマソ/
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演奏家以外には,自 分の仕事が他にとって替わ られる可能性が高いために,個 々の演

奏家にとって正面から対立することは容易ではない。

5.マ ル ッ トゥヴ ァル演 奏家 の場 合

　イサイ ・ヴェーラーラル以外に もペ リヤ ・メーラム音楽 の演奏に従事す るカース ト

集団がい くつかある。その中で も,主 な世襲 の職業が理髪業(男 性の場合)で あ るカー

ス トに属するペ リヤ ・メー ラム演奏家は,タ ミル ・ナー ドゥ州北部,お よびカルナ ー

タカ,ア ン ドラ ・プラデ ーシュ両州の南部地域な ど,南 イ ソ ドの広範囲な地域に分布

す る。 この中でも,マ ル ッ トゥヴ ァル(Maruttuvar)と 称 され るタ ミル人音楽家 は,

マ ドラス市 を含 むタ ミル ・ナ ー ドゥ州北部 に広 く分布 してい る19)。P.サ ソバ ムール

ッテ ィは,18世 紀 以来数多 くのペ リヤ ・メー ラム演奏家がマ ドラスで活躍 していた と

記 してい るが 【SAMBAMURTHY　 1939:4351,筆 者 が集 めた音楽家たちの系譜に よると,

現 在 同市で活躍す る演奏家の大多数は,今 世紀 に入 ってか ら,周 辺地域(特 にチ ング

ル プッ ト県,南 アル コッ ト県)よ り移住 したマル ッ トゥヴァル演奏家 または彼 らの子

孫 であ る。 マ ドラス市におけ る人 口の増加 は,1920年 代 にな ってか ら顕 著にな り,

1940年 代 の10年 間 には60%以 上 の増加を記録 した[CHANDRASEKHAR　 1964】。 この急

激な人 口増加に伴 って増大 した通過儀礼(主 に結婚式)に 必要 な音楽 の演奏者 の需要

に答える形 で,マ ル ットゥヴ ァルのペ リヤ ・メー ラム演奏家たちがマ ドラスに移 り住

んだ と考え られ る20)。

　 マ ドラスは,19世 紀後半以来,古 典音楽の中心地 としての地位を確立 してい った。

その背景には,そ れ まで古典音楽 の保護者であ った宮廷の衰退 と,東 イ ン ド会社のエ ー

ジ ェ ン ト(ド バ ー シ ュ)と し て富 を蓄 え た 音 楽 愛 好 家 た ち の存 在 が あ った

【RAGHAvAN　 l958;HIGG-N$19761。 マ ドラスにおけ る古典音楽 の新 しいバ トロソた

ちは,カ ルナータカ音楽だけでは な く,ペ リヤ ・メーラム音楽 にも,寺 院祭礼や個人

主催の演奏会 を通 じて,演 奏 の場を提供す るよ うにな っていた。 この中で も,最 も有

＼ 優 位 に反 対 す る手 書 きの 声 明文 が 開 催 地 で あ る テ ィル ヴ ァイ ヤ ー ル の町 中 に 貼 られ た[THE

　 HINDU　 l　971】。 記念 祭 の企 画 者 は,近 郊 に 住 む 他 の 演 奏 家 を急 遽 集 め て,何 とか 行 列 を 無

　 事 終 了 す る こ とが で きた 。

19)　 マル ッ トゥ ヴ ァル は 自称 で,他 の グル ー プか らは ア ソバ ッ タ ン(Ambattan)ま た は ナ ー

　 ヴ ィ ダ ソ(Nvitan)と い う蔑 称 で 呼 ぽ れ る こ とが 多 い。 ま た,イ サ イ ・ヴ ェ ー ラ ー ラ ル演

　 奏 家 た ちは,こ れ らの名 称 さ え用 いず に,剃 刀 を頬 にあ て る仕 草 で,マ ル ッ トゥ ヴ ァル演 奏

　 家 の カ ー ス ト帰属 を示 す こ とが多 い。

20)同 様 に,マ ドラス の 人 口増 加 に 伴 って,家 庭 儀 礼 を 司 る ブ ラ ー マ ン司 祭(プ ロー ヒ ダル,

　 purohidar)が 周辺 地 域 か ら移 住 した こ とが報 告 され て い る[SuBRAMANIAM　 1974】。
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名 なのはチ ェンナ ケサ ヴ ァ(Chennakesava)寺 院 で毎年開催 された ペ リヤ ・メーラ

ム音楽の コンテス トだ った。 高額の賞金が付け られた こともあ って ,権 威 のあ る音楽

祭 の様相を呈 し,優 秀 な演奏家が技 を競 った21)0こ の よ うな演奏の機会の増加に よっ

て,ラ ージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライをは じめ として多 くの実力のあ るイサ イ ・ヴ

ェーラーラルのペ リヤ ・メー ラム演 奏家 がマ ドラスを訪れ ることにな り,ま たその結

果,マ ドラス在住のマル ットゥヴ ァル演奏家たちは,最 高 の演奏水準 を持 った これ ら

の タンジャヴール出身 の演奏家たちの演奏に接触する機会が生 まれた。

　 マル ットゥヴ ァル音楽家 たちは,ペ リヤ ・メーラム音楽への 「新参者」で,他 の職

業があるため音楽演奏 は副業的で,そ のため音楽上の レベルも低 いとみなされてい る。

彼 らは,こ の よ うな否定的 なイメージを変え よ うと悪戦苦闘 して きた。ペ リヤ ・メー

ラム音楽だけで生計 を立 ててい る演奏家が マ ドラスには多 く存在す るが,タ ソジ ャー

ヴール地方出身の ブラーマ ソやイサイ ・ヴェーラーラルには,マ ル ッ トゥヴァル演奏

家は本業 であ る理髪業 の片手間に演奏 に出かけ るとい うステ レオタイプが根強 く残 っ

ている。

　 このステ レオタイプの存在が,彼 らの自分たちのラージャラッテ ィナム ・ピッライ

との結びつ きの描写Y`影 響を与xて いる。 ラージャラッティナム ・ピッライは何度 と

な く公演のためにマ ドラスを訪れ ている し,特 に晩年(1950年 以 降)に は,彼 が長年

専属楽師 として所属 していた ティル ヴァーヴ ァドゥドゥライの僧院 との不和 も影響 し

て,マ ドラスに移住 した 【TumLAN　 1988:153】 。 この ことは,マ ドラス在住 のマル ッ

トゥヴァル とこの稀有な音楽家 との接触の機会を増大す ることになった。前 に述べた

ように ラージャラッテ ィナム ・ピッライが伴奏者 の選択に無頓着 であ り,ま た直弟子

がほ とん どいなか った(を とらなか った)た めに,マ ル ッ トゥヴァル演奏家 たちが ラー

ジ ャラ ッテ ィナム ・ピッライへ接近す る ことを可能 に した。他 の著 名なイサイ ・ヴ

ェーラーラルのナーガス ワラム奏者が,自 己のカース トに属 さない伴奏者 との競演を

かた くなに拒否 した(も しくは慣習的に禁止され ていた)の とは対照的に,ラ ージ ャ

ラッテ ィナム ・ピッライは,第 ニ ナーガス ワラム奏者以外はほ とん ど誰で もよく,時

としてマル ッ トゥヴ ァルの演奏家の伴奏を も許す ことがあ ったとされ るzz)0

21)特 に優 れ た演 奏 を した 奏 者 に は 高 価 な贈 物 が与 え られ る こ と もあ った。 ヴ ァイ デ ィ ヤ ナ ー

　 ダ ・バ ー ガ ヴ ァタ ルは,あ る年,秀 逸 な演 奏 を した 二 人 の ナ ーガ ス ワ ラム 奏者 に,金 で で き

　 た ナ ー ガ ス ワラ ムが 贈 られ た こ とを 記 して い る[VAmYANATHA　 BxAGAVATxAx　 1986:18】 。
22)　 ラー ジ ャ ラ ッテ ィ ナ ム ・ピ ッライ は,イ サ イ ・ヴ ェ ー ラー ラル以 外 のペ リヤ ・メ ー ラ ム演

　 奏 家 の進 出 を容 易 に した と考 え られ る。 彼 の晩 年,第 ニ ナ ー ガス ワ ラム奏 者 と して 活 躍 した

　 カー ル ク リ ッチ ・ア ル ナ ー チ ャラ ム(Karukurichi　 Arunachalam,1921-1964)は マル ッ トゥ

　 ヴ ァル で は な い が,タ ミル ・ナ ー ド ゥ州 南 部 の テ ィル ネ ル ヴ ェ ッ リ県 出 身 で パ ン ダ ー ラ ム/

316



寺 田　 カース ト競合の 「場」 としての カ リスマ的 演奏家

　 マル ッ トゥヴァルは,ラ ージャラッティナ ム ・ピッライを,多 くの著名 なイサイ ・

ヴェー ラーラル演奏家 の出身地であるタ ソジ ャーヴールだけではな く,南 イ ン ド全体,

つ ま り自分たちの住む マ ドラスを も含めたナ ーガス ワラム音楽界におけ る,最 高の演

奏家 として位置づける。 この位置づけでは,彼 の カース ト帰属は巧みに後景 に押 しや

られ る。 マル ッ トゥヴァルは,ラ ージャラヅテ ィナム ・ピッライの生存 中に,タ ンジ

ャーヴール出身の名演奏家が数多 く輩 出 した ことを認めるが,演 奏の水準や スタイル

が地域 に よって異な る とい うイサイ ・ヴ ェー ラー ラルの主張を退け,近 年 の タソジ

ャーヴール地方におけ る音 楽的 レベルの地盤沈下は著 しく,タ ミル ・ナ ー ドゥ州内で

は質的な優劣 はない と主張 する。 マル ッ トゥヴァルは ラージャラッティナ ム ・ピッラ

イの音楽を賞賛す ると同時に,彼 のカース ト帰属を強調 しない ことに よって,彼 と自

分た ちの共通項 を前面に押 し出 し,ペ リヤ ・メー ラム音楽の正当な継承者 としての 自

己の存在を規定 している。

　 マル ッ トゥヴァルの中に も人気 のあるナー ガス ワラム奏者 が出現す るよ うになる

と,イ サイ ・ヴェー ラーラルに よる ラージャラ ッテ ィナム ・ピッライの解釈に も影響

を与xる ようにな ってきた。第一に,他 の非イサイ ・ヴェー ラーラル音楽家た ちの進

出の場合 も同様だが,イ サ イ ・ヴェーラーラルの音楽家 たちの間に以前 には見 られな

か った職業的結束が生 まれた。イサイ ・ヴェーラーラルは,自 分たち よ りも,低 い社

会的地位を持つ とみなすマル ッ トゥヴ ァルか ら明確に距離 を置 く必要がある。 タ ソジ

ャーヴール地方 において も,マ ル ッ トゥヴァルのペ リヤ ・メーラム演奏家は存在す る

が,イ サイ ・ヴェーラーラル演奏家 との間で,演 奏 の場 がほ とんど完全に分離 され て

い る23)。イ サイ ・ヴェーラーラルは,ブ ラーマンや高位 の非 ブ ラーマ ンたちの通過儀

礼や,彼 らがバ トロソであ る寺院 での演奏を生業 とす るのに対 し,マ ル ッ トゥヴァル

は 低 位 の非 ブ ラ ー マ ソの 通 過 儀 礼 に お け る演 奏 を 主 た る収 入 源 と して い る

[SRINIvAsAN　 1984:142】 。 しか し,こ の ような タンジ ャー ヴール地方においては明 白

なイサイ ・ヴェーラー ラルとマル ッ トゥヴァル との相違や優劣関係は,他 地域出身者

の多いマ ドラスにおいては必ず しもはっき りしていない24)。そ の結果,イ サイ ・ヴェー

＼(Pandaram)と い うカ ース トに所 属 す る。 職 業 を さす 語 と して は,パ ンダ ー ラムは 非 ブ ラ ー

　 マ ン僧 侶 を さ し,寺 院 儀 礼 で必 要 な花 輪 を作 った りテ ー ヴ ァ ー ラ ム(tevara〃t)と 呼 ば れ る

　 シ ヴ ァ神 を た た え る唄 を 歌 う。 ラ ー ジ ャ ラ ッテ ィナ ム ・ピ ッライ の 死後,ア ル ナ ーチ ャ ラ ム

　 は,1964年 に亡 くな る まで,ナ ー ガ ス ワ ラム音 楽 界 の 第 一人 者 と して活 躍 した。 彼 の成 功 は,

　 1960年 代 以 降顕 著V'な る イサ イ ・ヴ ェ ー ラー ラル 以外 の カ ー ス トに 属 す る演 奏家 た ち の進 出

　 を 促 した と考 え られ る。

23)　 タ ソジ ャ ー ヴー ル地 方 に お い て も,マ ル ッ ト ゥヴ ァルは 自称 で あ る。他 の グル ー プか らは,

　 主 にパ リヤ ー リ(Pariyari)と して知 られ て い る。

24)あ る イサ イ ・ヴ ェー ラー ラルの 銀 行 員 は,彼 が タ ンジ ャー ヴ ー ル県 か らマ ドラス に転 勤 し/

317



国立民族学博物館研究報告　 22巻2号

ラーラルが ラージャラ ッテ ィナム ・ピ ッライのカース ト帰属に焦点をあてるのは,彼

が マル ッ トゥヴァルを含むペ リヤ ・メーラム音楽全体の象徴 として機 能す る可能性 を

減少 させ るため である。 また,マ ル ッ トゥヴァル との区別を 明確にするこ とが,1940

年 代 に正式にカース トの名称 を メーラ ッカーラルか らイサイ ・ヴェーラー ラルに改め

る最大 の要因になったとも言 われ る[SUNDARAM　 1992b]25>

　 第 二に,マ ル ッ トゥヴ ァル演奏家 の進 出はイサイ ・ヴェー ラー ラルに タンジャー

ヴール地方で発展 した音楽伝統 の優位を強調する事を推進 した。 タ ソジャー ヴールは

イサイ ・ヴェーラー ラルのペ リヤ ・メーラム演奏家 と,こ の地方 に家系や師弟関係を

通 じてつなが りのあるブラーマ ンのカルナータカ音楽家 の共通項 とな り,イ サイ ・ヴ

ェーラー ラルが対 抗 してきた カルナ ータカ音楽に まつわ る威厳や権威が,こ の場合は

マル ットゥヴ ァルに対 して利用 され ることになる。さらに,マ ル ットゥヴ ァルは声楽

の素養 が不十分 であ るとい う理 由で批 判 され,声 楽家 として も非凡な才能 を示 した

ラージャラッテ ィナ ム ・ピッライは,ナ ーガス ワラム音楽 におけ る声 楽の重要性の証

として引用 され る。 ブラーマ ソが ラージャラッテ ィナ ム ・ピッライを 自己 の音楽的領

域に引 き込むために使われ ていた論理が,こ こではイサイ ・ヴェーラーラルが マル ッ

トゥヴァル との差異を明 白にす るために用い られ ることになる。

6.お 　 わ 　 り　 に

　本稿 では,ラ ージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライに関す る言説が,南 イ ソ ド古典音楽文

化 のアイデ ンテ ィテ ィーや,音 楽文化 内部 におけ るカース ト問の競合 とどの ように結

びついてい るかを探 ってきた。ペ リヤ ・メーラム音楽 に関与す る三つ のカース ト集団

(プ ラーマ ソ,イ サイ ・ヴェーラーラル,マ ル ッ トゥヴァル)に 焦点 を当て,彼 らの

ラージャラッティナ ム ・ピヅライに関す る解釈上の差異が,各 集団の南 イ ソ ド社会,

そ して古典音楽文化内でのハイエ ラキ ー上 での位置づけに関す る競合 の焦点 とな って

い ることを見 てきた。またそれ と同時に,天 才的音楽家 を 自己完結的な分析対 象 と考

え る従来のエ リー ト主義 的な問題設定(ど の ような音 楽的特徴が一個人を天才にな し

＼ て来 た 際,他 地 域 出身 の 銀 行 幹 部 か らナ ー ガ ス ワ ラム演 奏 家 の 息 子 で あ る とい うだ け で,軽

　 蔑 的 な 態 度 を とられ た こ とY'驚 いた と述 懐 す る[KARTHIKEYAN　 l987】。

25)A.シ ュ リ ニ ヴ ァ ー サ ン は,カ ー ス ト名 の 変 更 は,1948年 に 行 わ れ た と す る が

　 [SRINIVASAN　 1985:1876】,イ サ イ ・ヴ ェ ー ラー ラルの語 はそ れ 以 前 に も散 見 す る[THE　 HIN-

　 DU　 1938;LAKsm虹 　 1984:14】 。 こ の新 しい カ ース ト名 は1950年 の マ ドラス州 の 後 進 カ ー ス

　 トの リス トに 記 載 され て い るか ら,遅 く と も この年 まで に 州 政 府 に も認 知 され て い た と考 え

　 られ る 【SARAswATHI　 l　974:216-217】 。
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え るか)か ら離れて,個 人の音楽家の研究がいかに効果的 に音楽文化総体 のダイ ナ ミ

クス と関係づけ られ るかを模索 した。

　非 ブラーマ ソ運動 に よって継続的な攻撃に さらされたブ ラーマソは,自 己の文化的

アイデンティテ ィーと道徳的な優位を維持す る必要があ った。彼 らは,そ のための有

効な文化領域を古典音楽 に見いだ し,こ の 目的に合致する ような古典音楽像 を創 り出

してきた と考 えられ る。 ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピ ッライに関す る逸話に基 づいて構

築 された,不 道徳 で堕落 したイサイ ・ヴェーラーラル音楽家 とい うブラーマ ソの 「語

り」は,非 ブラーマ ンを公 的に認めない効果的 な口実を提供 し,従 って カルナ ータカ

音楽を 自己の文化的領域である と定義づけることを可能に した。

　 ラージャラ ッテ ィナム ・ピッライが現在 のイサイ ・ヴェーラーラルに とって,ど れ

ほ ど象徴的に重要 であるかは,今 世紀におけるペ リヤ ・メーラムのおかれた状況(彼

らの解釈に従 った)を 考慮す ることに よって初 めて十分 に理解 され る。 まず第一に,

ペ リヤ ・メーラム音楽 の芸術的 レベルが今世紀前半 のそれ と比べかな り低下 してい る

とい うことが広範囲に,し か も強 く信 じられている とい う背景がある。 多 くのイサイ

・ヴェーラーラルはペ リヤ ・メーラムの衰退 の理由を ,ブ ラーマ ソの保護 ・奨励の減少

や,ペ リヤ ・メーラムに取 って代わる形 で人気の出てきた映画音楽の台頭 に求め る。

支配的言説 におけ る 「衰退」 の考えを考慮 に入れれば,シ ンボルとしての ラージ ャラ

ッテ ィナ ム ・ピッライの影響 力は現在 の方が,彼 の生存 中 よ り大 きい と言える。それ

は,ア ーラーパナ(即 興演奏)と い う芸術的に最高の価値 がおかれ,ま た彼 らの音楽

的アイデンティ テ ィーで もある領域の演奏頻度が減少 している ときに,ラ ージャラッ

テ ィナム ・ピッライがその音楽伝統を象徴 してい るか らであ り,ま た,イ サイ ・ヴェー

ラーラル以外のペ リヤ ・メーラム音楽家が,以 前には考える こともで きなか った人気

と名声 を博 し,ペ リヤ ・メーラム音楽 におけ るイサ イ ・ヴェーラーラル の圧倒的優位

が崩壊 しつつあ るときに,ラ ージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライはブラーマ ンが課 した「不

当」な境界線 を越境す ることができるほ どの名声を獲得 した と考え られているか らだ。

　 多義的 なシ ソボル としての ラージャラッティナム ・ピッライの分析か ら,カ ース ト

の異なる音楽家やパ トロンたちが採用す る言説 的戦略は,南 イ ソ ド音楽文化 に存在す

る権力関係を反映 しているだけではな く,そ れ 自体が 自己に有利なイデオ ロギーを補

強す るための極めて政治的な実践であ るこ とが理解で きる。

　 楽 曲 と即興音楽の相対関係,器 楽に対す る声楽の優 位,「 聖人音楽家」 とい う理想

像 などとい った,南 イ ソ ド古典音楽の アイデ ンテ ィティーに深 くかかわ る諸側面 に関

す る相異な る解釈が,ラ ージャラッテ ィナ ム ・ピッラィの もっていた とされる属性 に
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関す る言説において競合 され る。イサイ ・ヴ ェーラー ラルは,ブ ラーマ ン優位への完

全な服従 に抵抗 し,拒 否す る手段を ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピッライに見 いだす。報

復を さけ るため,彼 らの対抗的解釈が ブラーマ ソに直接突 きつけ られ るこ とは少ない

が,イ サイ ・ヴ ェーラーラルは,自 己の音楽的伝統への誇 りを持ち,ま たブラーマソ

支配に抵抗 した未曾有の才能 を持 った音楽家 と しての ラージ ャラ ッテ ィナム ・ピッラ

イのイメージを喚起す ることに よって,音 楽上 の優越 感 さえ味わ うことができる。 さ

らに,ラ ージ ャラ ッテ ィナ ム ・ピッライに関す る言説 は,彼 の生存中にペ リヤ ・メー

ラム音楽に起 こった根本的な変容,特 に儀礼的 コンテ クス トにおけ る演奏伝統 の弱体

化 とい う現象に,説 得力のあ る説 明を提供する手段 と して も機能 してい る。

　 イサイ ・ヴェー ラーラル とマル ッ トゥヴ ァル間 での ラージャラッテ ィナ ム ・ピ ッラ

イの解釈 の相違 は, .支 配的言説 と従属的言説 の間の重層的な関係 を映 し出す。 イサイ

・ヴェーラーラルがマル ットゥヴァルに対 して優位を保持するために,声 楽の最重要性

を強調す ることは,ブ ラーマソがイサイ ・ヴェーラーラルを劣位 にお く手段 として使

う,こ の音楽の側面 を補強 して しまうとい う効果を持つ。 この よ うに,知 らず知 らず

の うちに支配的言説 を承認 した り補強 した りする ことは,従 属 グル ープには稀な現象

で は な い 【MEMMI　 1965;FANoN　 1967;FREIRE　 1970;GaaNtsci　 1971:333;NAN-

DY　 1983;hooks　 l989;ScoTT　 1990]。 非 プ ラーマ ソ音楽家た ちは,ブ ラーマ ンが

大多数を占め る音楽協会 ・学界に よ りブ ラーマ ソ音楽家が優遇 されていることを非難

す る一方,い ったん彼 ら自身が個人的にそれ らの団体 から演奏の機会や称号が与え ら

れ ると,そ れ らに まつわる威厳は他の メン�_Vr対 す る優位を示すために利用 され る

ことが多い。

　 今 や古典的 とな った ホブズボー ムと レイ ンジ ャーの 「伝 統の発 明」 に関す る論考

【HoBsBAwM　 and　RANGER　 1983】 や,こ れ に触発 された数多 くの研究が指摘す る よう

に,過 去は しば しば現在を操作す るために使われ る。現在 を正 当化 し,理 解 し,ま た

は 批 判 す るた あ に,過 去 は 選 択 的 に 記 憶 され,忘 却 され,創 り出 さ れ る

[MCDONALD　 1986;TONKIN,　 MCDONALD　 and　CHAPIvlAN　 1989;BROW　 1990;LEACH

1990]。 ラージ ャラ ッテ ィナ ム ・ピッライに関す る複数 の解釈は,対 立 と相互依存を

特徴 とす るカース ト関係か ら出 自し,か つ対応す るとい う点で,南 イ ン ド音楽文化 に

おける権 力関係の諸相を体現化 している。 ラージャラッテ ィナ ム ・ピッライ とい う一

カ リスマ的演奏家 は,南 イ ソ ド音楽文化に関与す る個人や団体 が,そ の文化内での自

らが定める(ま たは希望す る)位 置を正当化 し,そ の位置におけ るアイデ ンティテ ィー

を確かな ものにす るために,彼 の属性 に複数の解釈が与え られ る競合 の場を提供 して
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